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伸腕屈伸力倒立の技循評価の試み

柏木 悠（日本体育大学大学院トレーニング科学系） 水烏寿思（慶応義塾大学）

船渡和男（日本体育大学）袴田 智子（国立スポーツ科学センター）

立花 泰則（公益財団法人日本体操協会）

キーワード：器械体操 COP,COM 

【背景】

伸腕屈伸力倒立（伸肘倒立）は，器械体操競技におい

て．跳馬を除く 5種目で使川される基本的な動作の一つ

である．倒立動作においては．先行研究 (Kerwin,2001, 

Yeadon, 2003)において検討されており，静止立位時のバ

ランス制御と倒立動作バランス制御のストラテジーが共通

であるか否かが主な焦点となっている．伸肘倒立は．倒

立動作と同様に←t肢で身体を支える動作であるが．股関

節の大きな伸殷動作を伴いながら倒立動作へ移行する動

作であり，複雑な制御であることが考えられる． しかし．

この動作に関する知見は乏しいことが現状である． そこで

本研究は，運動力学的分析から伸肘倒立のメカニズムを

明らかにし，技術評価の知見を得ることを11的とした．

【方法】

被験者は．大学男子器械体操選手11名を対象とし

た． フォースプレート上で被験者は．閉脚伸肘倒立を

行い．体操競技経験10年以上の指導者によって上位群

(Skill: n=6．年齢： 20.1士1.5yrs, 身長： 163.5土 6.5cm,

体重： 62.7土3.9kg)と下位群 (UnSkill:n=S. 年齢： 19.7

土1.6yrs, 身長： 165.6士7.4cm. f本重： 62.6土8.6kg)に
群分けされた．伸肘倒立中の地面反カデータ(Kistler社製

lkHz)および映像データ (Basler社製lOOfps,シャッター

1/1000)は． A几）変換画像統合システムTRAIS(DKH社

製）を川いてlil期された．映像データは． l貞i（象解析シス

テムFrame-DIAS-V (DKH社製）を用いて解剖学的計測

点にデジタイズを行い． 2次尤位置座標デークに変換し

た．得られた位置座標．地面J又｝JデークおよびDcmpstar

(1955)の身体部分係数を川いて2次元逆巡動）J学法によ

り．手首．屑および股関節の関節トルク (Nm/kg).バワー

(W/kg）．仕事屎(J/kg)を算出した．統計分析は． skillと
UnSkillの計測変数をt検定 (welch)をnlいて比較を行っ
た．

【結果および考察】

Skillは，動作1｝肌l始直後にCOMがCOPより前方に位
置したが， UnSkillは常にCOMがCOPより後方に位骰

した．伸肘倒立中の関節トルクにおいて． Skillは．動作
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開始から手1関節トルクが常にUnSkillより大きな値を示

し．屑関節トルクでは． LegangleがOdegになるタイミン

グまで小さな値を示した (Fig.1). 一方で股関節トルク

において． Skillは屈曲トルクから伸展トルクヘの変化が

みられたが， UnSkillでは．屈曲トルクのみを示した．股

関節トルクは． Legangle 0° のタイミングで． Skillは，

UnSkillより大きな値を示し．統計＿I:有意な差がみられた

(Skill: 0.18土0.38Nm/kgVS UnSkill: -0.41士0.28Nm/

kg, P<0.05). また．肘関節角度は．動作開始直後 (Skill:

2.47士0.12radVS UnSkill: 2.3 1士0.06rad, P<0.05)およ

ぴLegangleがOdegでSkillはUnSkillより大きな角疫を

示した (S-kill: 2.89土0.13radVS UnS碑：2.62土0.07rad,

P<0.01). 

【結論】

股l周節屈lllIトルクを離地直後に減少して伸展トルクへ

転じることが伸肘倒立の技術と評価することができ．眉関

節トルクを小さくし手関節トルクを大きく発揮すること

が必要であることが示された． そのためには．動作l}り始か

ら眉OO節を大きく伸展させ． COMをCOPより前方に位

骰させることが爪要であることが示唆された．
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Fig. 1 Skill (n= 1)とUnSkill(n=1)におけるCOP,COM, COM回
りのトルクおよび関節トルクの比較． COPとCOMの原点は尺骨形

状突起ランドマーカー位囲を原点とした．
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凹面走路を有する自走式トレッドミルでの歩行動作の特徴

平野

柏木

船渡

智也（日本体育大学大学院トレーニング科学系）

悠（日本体育大学大学院）

和男 (H本体育大学）

山岸

袴田

道央（日本体育大学）

智f（国立スボーツ科学センター）

キーワード：歩行． 自走式トレッドミル． ・ト^ 肢キネマティクス

【背景】

トレッドミルは．省スペースで歩行や走行を行うことが

でき．ベルト速殷を調節できることから．測定やリハビリ

テーションの分野で使用されている．近年では．I!!)面形

状をイHiし． 自らの脚でベルトを動かす自走式トレッドミル

が開発された． しかし．走路のPli紺形状が歩行の巡動学

的特徴に与える影押は明らかではない．本研究は， Iりllii

走路を:fjする自走式トレッドミル上と平iii歩行路ーr．での
歩行動作を比較し， 自走式トレッドミルでの歩行におけ

る優位性を運動学的観点から明らかにすることを H(Iりと

した．

【方法】

被験者は．健常な成人男性10名（年齢： 25.0士3.7歳．

身長： 172.3土3.5cm, 体iii::68.9土7.8kg)を対象とし

た．平而歩行路 (OG: Overground)条件は． 12mの歩

行路で被験者の快適な速疫による歩行を3試技行った．

歩行速度は．光逍竹を用いて． Sm区間距離を計測クイ

ムで除すことにより算出した自走式トレッドミル歩行

(TM : Non-motorized treadmill. Curve, Woodway社製）

条件では． 0G1四均速度と lilーになるように歩行速度を

視此フィードバックしながら 1分間の歩行を行った．被

験者には．解剖学的計測点35点にランドマークを貼付し．

三次元動作分析装置 (Vicon社製）をfflいて．巡動学デー

タを取得した．巡動学データの分析には． Plug-InGaitモ

デルを使用した． 歩行変数は．時間ー空llIj変数．ード）l支l関
節角度および角述艇を符出した．

【結果および考察】

表1は、 TMとOGにおける時間ー空IlIj変数を示した。

TMはOGと比較してストライド長が短く． ストライド頻

度は甜くなった(p<0.001). この結果は．先行研究と伺

様であった． TMはOGのように身体煎心を前方へ移動

させる必要がなく． トレッドミルの凹雁形状によりストラ

イド長が制限され．頻度が泊jくなったと考えられる． TM

における股関節と膝l関節角疫の最大JlUllll角疫は． OGよ

りも1i、意に大きな値を示し (P<0.001）．股関節の可動城
も1i．なに大きな値を示した (P<0.01). また． TMの股l関

節と膝関節の蚊大屈鼎角述疫は．有立に高い値を示した

(P<0.05. P<0.01). TMは．つま先離地後の遊脚期に

おいて．膝を述く引き付ける動作を行いその後．股関

節のJIli曲角度が増加していることから．歩行の特徴は大

腿をより鉛直方lhJに持ち上げる動作であることが示された

(I叉12). したがって． TM歩行は同一速度でのOG歩

行よりも股関節lli筋群の泊動が増加し．巡動強度が高く

なることが推察された．

【結論】

「l走式トレッドミルでの歩行は． ストライド頻9虻が蒻＜
なり．遊脚期における股関節と膝関節の屈曲角皮と股関

節の可動域が大きい歩行動作であることが示された．

表1. TM と OG における時間—空間変数の比較

TM OG 

Vnrinble Unit Mean SD M血 SD Pvaluc 

Speed 

Stance time 

Swing time 

Stride time 

Stride frequency 

Stride length 

m/匹c

sec 

紐 C

ぷ

&tridcs/s 

m 

1.60 

0.589 

0.334 

0.922 

1.09 

1.47 

0.09 

0.042 

0.013 

0.051 

0.06 

0.11 

1.60 

0.625 

0.413 

l.038 

0.96 

1.65 

0.08 

0.025 

0.014 

0.035 

0.03 

0.07 

0.6569 

0.0115 

0.0001 

0.0001 

0.0002 

0.0001 
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図1. 1歩行周期中の股関節と膝関節運動による角度ー角度プ

ロット
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水中クライト距離の違いが競泳スクートクイムにおよほす影響

堀畑 裕也 (LI本体育大学大学院） 平野 神也 (II本体行大学大学院）

藤森 太将 (LI本体育大学大学院） 柏木 悠 (11本体脊大学大学院）

山岸 逍央 (II本体育大学） 仁木 康浩 （富山高之が専門学校）

和11-1 1_1：史 (I Ii|寸：舘大学） 船渡和易 (11本体脊）く学）

キーワー ド：競泳スター ト｝，JI(li．グライド

［背景】

競泳のレースでは．スクー 1、後15mまでをスタート局

I(iと定義されている．スタート昴l(liは． 6つの），，｝而に分類

されており．スタート台からの飛び出し後からキック），,j1f1i

開始までに拙進動作は行われない． その中でも身体の完

令入水からキックIJfJ始までのグライド局Ifiiは．水抵抗の

彩押から）＜きく減述する）、,j1f1iである．先行研究では．グ

ライド），れ（りは水上で褐られた辿炭を II［能な限り維持する

ことが頂災であることを報？；•してし、る． また．エネルギー

効杯を考應した拗合では． グライドを5.63~6.0lmまで

保持するべきであることが報告されている． しかし．グラ

イド距離の辿lヽ によるスタートタイムヘの影神は検討され

ていない そこで本研究の11(1りは並泳スタート局I(Iiにお

けるグライド距離の辿いが15111スタートタイムに影押する

災:1刈を明らかにすることとした

【方法］

被験者は．競泳男—f選手 6 名 （ 年齢25.9 土 2.4歳身

辰179.8土2.5cm.1本巫80.5土 3.2kg)であった試技は，

並技会と 1Iil様にスター トシグナルからグライド距離の長t、

試技 （以I". Long)と即ヽ，武技 （以 1.-.Short)を各1試技

ずつ25m1,I II1形令）J泳にて行なった水上は佑j辿）文カメ

ラ(240fps)1台水中はデジタルビデオカメラ (60fps)2台
を11lし‘.)直lj方から船；｝クを1iった． 15111スタートタイム

はイiilll)jからカメラ (lOOfps)を1台IIltヽ．頭辿過タイムを
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距羅1ml
Flgu『•1 15mスタート局面中における大転子速度変化（一long Short) 

計測した解剖l学的ii|.ijlll，点のランドマーク、点から...:.汐＜元

動作分析を行い 大転（•合成述炭および膝 I !l:l 節角｝文を鈴

出した．膝関節角度は人,1伝子ー大腿骨外~II] I_．．顆ー外果を

辿る角l父とし．I又時計1lllりをプラス とした．試技Ililの差

を示すために対の［検定を行い．イi．な水準は5％未樅iとし

た．

【結果および考察】

15mスタートクイムではShorr(6.21士0.25sec)はLong

(6.44土0.21sec)より 0.21sec速いタイムであった大転

（述｝文ではLongは減述し続ける傾向があるが．Shorrは

Longが減述している 1111にはキック局l(Iiに移行しており ．

I',.:jい述l文を維持している傾伯］がみられた (Figure1). しか

し．丸1広和1仇跡ではShorrとLongに大きな差は無くほば

圃様であった

キック屈I(Iiで0)Stroke RareにおいてShorrはLongより

I心ilヽ値であった ）條関節角炭ではShorrはLongより小さ

l、傾向がみられた これらのことから Shorrは水抵抗が小

さく 1，以ヽキックを行うことでグライ ド後の述｝文を可能な限

り維持してlヽ たとii[1察された．

【結論］

15mスタート l,,}l(liでは．グライド距離が短くなることで

ドルフ ィンキック"'の沿jl、StrokeRateと小さ lヽ｝條JiliIIII角

l文が）く転（•述l文に影開 していたとぷ唆された ．

4.0 

(A}:c 
で 3.5

釦．oI 2.5 后心ア9fT →-
2.0 

150 

(Bl l:[ |芦
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Flgure2各試技でのStrokeRate(A)と籐関節角度(B)の変化（-o-Long - Short) 
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やり投げの競技力とクーポシャプに関する運動学的研究

右代

田中

岡田

織江（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

煎陽（国士舘大学政経学部）

雅次（国士舘大学体育学部）

手島

宮崎

角廿l

貴範（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

大佑（国士舘大学体育学部）

直也（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

キーワード：やり． ターボジャプ．最大移動速度

これまでのターボジャプの研究は．やり投げの動作と比

較したものや．練習器具としての有効性などが検討されて

いる． そこで．本研究では．長さや煎litの異なるクーボ

ジャプに着11し．投動作の特性を検討することを11的と

した．

被検者は．大学陸上競技部に所属する男子15名及び．

女子•5名の計20名とした．男子上位群を HG. ・ド群を

LGとした また．女：fはFGのみとした．やり及びター

ボジャプ投げにおける投動作の撮影は．高速度カメラ

(HSV-1700デジモ社製）を用いて行った．

図1は．やりのベスト記録と各煎拭のターボジャプに

おける飛距離の関係を示したものである． 400g.500g. 

600gのターボジャプにおいては．正の相l関関係が認めら

れ．重最の煎いターボジャプほど高い相l関係数が得られ

た． これらの結果から．重・htの重いターボジャプほど．

クーボジャプの飛距離がやりのベスト記録をより反映する

ことが明らかとなった．

表1には．各群別にみた手関節におけるやりの蚊大移動

速度に対する各ターボジャプの最大移動速度比について

示した． HGは400gのターボジャプでやりの試技より最

大移動速度が20％上lnlり． 300gのターボジャプにおいて

LGでは15%,FGでは13％上l叫lった．
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図1．やりのペスト記録と各重国のターポジャプにおける飛距

離の関係

表2は． HG及びLGの関節の蚊大移動速疫出現時間

とリリースまでの時間差を示したものである．男子HGの

府l関節．肘関節．手関節の順に各l関節のリリース時間差

が現われたのは． 300g,400g. 600gのターボジャプ及び

やりであった男子LGにおいては． 600gのターポジャ

プのみで肩関節．肘関節．手関節の順に各関節のリリー

ス時1ill差が現れた．

以 l．．の結果から．ターボジャプは長さや．直址を考慮

することで手1関節の移動速度のliiJ←L:及び．やり投げの投

動作宵得の可能性があるものと考える．

表1. 各群別にみた手関節におけるやリの最大移動速度に対す

る各ターポジャプの最大移動速度比

Group 

HG 

LG 

FG 

TJ300 

（％） 

TJ400 

(%) 

TJSOO 

（％） 

TJ600 

(%) 

109.48士9.7

115.15士15.3

113.67士9.5

120.46土；18.7

105.09土；8.5

100.71士5.5

105.17士14.8

100.58士11.S

105.17±5.2 

104.08土5.7

100.52土9.9

101.83士9.5

TJ:Turbo-jav{300g:TJ300, 400g:T.」400,500g:TJ500, 600g :TJ600} 
HG:High performance group 
LG:Law performance’ u゚p
FG:Female group 

Volues ore meon土5.D..

●Male 
0 Female 

表2. HG及びLGの関節の最大移動速度出現時間とリリース

までの時間差

object 

TJ400 

TJSOO 

TJ600 

javelin 

Shoulder joint Elbow joint Wrist joint 

HG ．．言

TJ300 •O.06 •O.04 
(15.4%} (10.196} 

-0.05 -0.04 
(17.4%} (9.8%} 

LG HG LG HG LG 

-0.04 -0.04 

(11．成）（10.59')

-0.08 -0.06 
(19.6%} (14.1%} 

-0.08 -0.04 
(20．卵）（11.19'}

-0.04 

(9.99'} 

-0.04 

(10.99'} 

-0.05 
(l2.l%) 

-0.04 
(9.瞑）

-0.04 -0.05 
(11.0'6) (16.8!!6} 

-0.04 -0.05 
(ll.3%) (12.1%) 

-0.05 -0.04 

(12.6'6) (9.1!!6} 

0.01 
(5.5%} 

0.03 
(7.6%} 

0.01 
(5.5%} 

0.01 
(1.1%} 

0.01 
{3.2%} 

0.02 
(6.1%) 

0.03 
(7.1%) 

0.02 
(6.3%) 

0.01 

(2.0%) 

0.04 
(9.0%) 

Tl:Turbo-jav(300g:TJ300, 400g:Tl400.、SOOg:TJSOO,600g :TJ600) 
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モーションセンサ法による競歩の運動学的研究

池

m
塚

城

友

岡

平

岩

翔一（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

雅次（国士舘大学体育学部）

和也（国士舘大学体育学部）

翔平（国士舘大学体育学部）

キーワード：競歩，

競歩の先行研究は．高速疫カメラをfllいた動作分析5)

による報告はみられるものの．歩行速度を決定するための

要因については不明な点が多く残されている．近年＇、旧

性センサを用いた研究3)4)が盛んになってきている．セン

サデバイスによるスポーツ評価の今後の可能性について

期待されている． そこで本研究では，動作中の角速度を

計測することができるワイヤレスモーションセンサをJIjい．

運動学的観点から競歩の動作特徴及び歩行速度を決定す

るための要因について検討することを目的とした．

被検者は＇大学陸上競技部に所属する男子競歩選手 6

名及び男子長距離選手6名の計12名とした． ワイヤレス

表1．競歩試技における最大角速度の比較

角速度
(rad/sec) 

手島

川中

宮崎

角田

貴範（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

重陽（国士舘大学政治経済学部）

大佑（国士舘大学体育学部）

直也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

モーションセンサ

瞑部

大腹i部

ド腿部

逍勁IjIfu 競少t19 」uni雌群
後傾 2.53士 1.63 n.s. 1.47士 0.57
前傾 3.55土 1.46- *-1.96士 0.66

AluJ旋 6.05土 1.54- *-2.79士 0.88
布阿旋 5.73士 1.40―*-3.25土 1.10
左沈み 5.28士 0.74- *-3.20士 0.70
布沈み 5.01士 1.21- *-2.60士 0.53

内転 7.67士 2.24-*― 4.67士 1.96
外転 4.83士 1.63 n. s. 4.30士 2.70
内旋 10.25士 2.19 n.s. 7.63士 2.57
外旋 13.89土 4.63 n. s. 10.54士 5.37
h!IIIIJ 7.46士： 0.45- *-6.21士 1.18

MI9It ,A93士1,21-*— §,69士 2,56
内反 7.86士 1.98-*― 4.49土 1.52
外反 8.62士 1.99- *-4.13土 1.28

内旋 10.95士 3.08-*―6.62± 3.34 
外旋 14.75士 5.13- *-6.64土 2.85
伸屈 13.93士 1.25- *-11.16士 1.63

hIIIIl1 9.83:t: 0.8S-*― 7.20土 1.21
平均{191士探印偏X! * :p<0.05 

表2．競歩試技の歩行速度と最大角速度の関係

身体各郎位の運動方向

モーションセンサを用いて，競歩動作rj:tにおける腰部，大

腿部．下腿部の角速度を測定した．歩行距離は． 100m

とし． 50m地点の右脚踊接地から次の右脚踵接地までの

データを算出し．分析を実施した．

両群の競歩試技における各部位の最大角速度を比較し

たところ．腰部の前傾．左lil旋．右回旋，左沈み及び右

沈み大腿部の内転．屈鼎及び伸展の動作において．ード腿

部の全ての動作の角速度において，両群間に有意な差が

認められ．競歩選手はこれらの動作を利用し．競歩動作

を行っていることが推察された また．両群の競歩試技

における歩行速9虻と各巡動方向の最大角速度の関係か

ら，競歩選手の競歩動作における下腿の内反動作の角速

疫の増加は．歩行速疫を減少させる一要因であるものと

考えられた．一方で．非熟練者である長距離選手は．大

腿部の屈鼎及び下腿部の屈鼎においる相関係数が特に高

い値を示したことから．股関節の屈鼎と膝関節の屈1lhを

主として使った競歩動作を行っていることが考えられた．

また．両群の大腿部の屈llhと下腿部の伸展における連動

をみたところ， これまでの先行研究と l11J様に末端にいく

につれて最大値が出現し，大きくなる傾向を確認できた．

しかし，競歩群が長距離群より高値を示し，両動作の発

生の機序が昴かった これは，大腿部から下腿部への伝

達能力の差が起因しているものと考えられた．

♦飢屈曲
(rad/sec) 

II鯰 絨傾
0.6554 

鼓歩騎 祖

前傾
0.4139 

左回鯰
0.4319 

右回綻

0.3859 
左沈み
0.7675 

右沈み

0.2111 

内転

0.7330 
外転
0.1212 

内n
0.6110 

外鯰
--0.006 

屈曲

O.S030 
伸墨

0.5033 

(

J

9
S
/
p
e』
)

下腿

下a 内lii.
-0.927.,. 

外反

0.3913 
内鯰
0.0794 

外鯰
0.2462 

伸lJI
0.1549 

晟曲
0.0500 

II鯰 慎傾
0.8ヽs9•

日傾
0.7778 

左回鯰
0.J942 

右回鯰
0.6j這1

左沈み
0.7029 

右沈み

0.1936 

長距鵡群 大日
内転

0.7820 
外転
0.6619 

内n
0.4530 

外鯰
0.6006 

屈曲

0.9825* 
仲辰
0.8125* 

下1i1
内反

0.11S1 
外反

0.6096 
内n

•0.6540 
外鯰
0.833が＇

伸ll
0.8611 * 

屈曲

0.9597* 

.34：腿 一叫仲展

♦偵仲辰 13.52 1・・・ 
・ミ― -̀3.34 

6.75 : 

I 

-6.75 

一値屈曲ー13.52. . 
． ．ー・ ―~ 
・-.、、-一

`• 9.  ̀  9、:

8 

• :p<0.05 図1. 両群の大腿部と下腿部における連動
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空手道有段者における形動作の運動学的研究

Ill中 理沙 (|叶十舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

手島 貸範 (I月上舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

角Ill 直也 ( I•| 」-•舘大学大学院スボーツ ・ システム研究科）

‘i・：佐美星香（凶士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

亀山 歩（同士舘人学体育学部）

キーワード： 空手道．｝fi.逆突き

空手道の形における ． 噺判の判定），訊tである＂技の l|•:

確性． L込し、タイミング． リズム．スピード． ノ吐ワー．バラ

ンス．極め＂はJfi競技選手にとってif（災な要索である．

空手道は．多而的で邸度な述動技能を災して競技するス

ポーツであることから索早い動きや正確で卓越された技が

要求され．個々 の行使は柘くた'・i.l、時1111内にll:i,(Iiかつ迅述

になされることが必災とされる．窄手逍にll,¥Jする先行研究

は．窄手道の述動強｝虹心i(1数などにつlヽ て検討したも

のは多くイ［在するものの．窄手迫における），し本技の動作

分析を行ってlヽ るものはほとんど見られない そこで本luf

究では．基本動作である逆突きにおける動作特性について

検討することをII的とした，

被検者は．定期的な空手道の稽古を‘必施している）餡淡

技選手 12 名とし男f・レギュラー 1罪男f•JIルレギュラー

群， 女f・レギュラー群の3群に分類した．il!lj定試技ば

空手近の基本技である逆突きとし ランプの点灯を合図

に,{j)腕による突きを行わせた動作の搬彩は．被験者の

前）j及び佃l)jから此j述殷カメラをJlllヽ て撤彩した， 4ゞli）f
究における移動辿／文符：出の対象とした部位は．手背部で

あった被検者の逆突き動作における突き始めから突き

途中にみられる減述部分の1111jf象を抜き出し被検者の布

hiを中心とした／1：.hiと 1 i ll•l· がなすJ1i IJ,¥J節角｝文のil11J定を

1 iった．
和＇f部の移動述殷は．令披検者において逆突き途中で

ピークを迎えた後，極めstartで減辿し，枷めfinishで1り

}JII述する変化をぷした このことから．瞬Iiil的に・定の

II椋で最火限0))Jを煤発させ，板めを表現していたもの

と4(i渇をされた また男 （・レギュラー群及び女 （・レギュ

ラー群ば突き始めから突き途中にかけて手背部におけ

る移動述l文に大きな減速は，認められなかった一）i.男

ー（・JI,レギュラー群ば大きな減辿が，認められたことから．

減辿部分の両像をil|III'1し．被験者のイihiを11l心とした／I'.

hiとイiJHがなすhi 1関節角｝文の測足を行った その結果，

突き始めから突き途中における h i 1関節角｝文は男(•JI：レ

ギュラー群が 男f・ レギュラー群及び女 (•レギュラー群

に比べ大き lヽことが明らかとなった このことから，男f

JI：レギュラー群は突き始めから突き途中にかけて｝協が1}fl

いており ．男fレギュラー群及び女（・レギュラー群におい

ては．脇を占める ことで突き始めから突き途中にかけて

減述のなし、突きが行われていたものと4ft察された．
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図1．逆突き動作時における動作時間及び移動速度の変化
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武術太極拳の「弓歩沖拳」における上級者と下級者の比較

羅 劉星（早稲111.大学人学院スボーツ科学研究科） 矢内 利政（早稲ILI大学スポーツ科学学術院）

キーワード： 武術太極拳 I)歩沖拳．出米栄え． 「述さ」．「,,,.さ」

［緒言】

武術太極拳は10点泌i、1・せの採、1屈淡技である．並技会でi',‘:j

得点を獲紺する為には採．I.＇i．規則や指導，限こ，記載されてい

る要求通りに動作を実施し．II,'米栄えを，心jめることが求め

られる．しかし災求の内容は抽象的でlリli・(1;に把捉するの
は困難である．武術太栢げ在にはI)歩沖拳（図1)という基礎

動作があり．競技規則 I・..競技会で邸頻炭に尖施される．

I}歩沖拳の/I'1米栄えを，＇，●：jめ る災求として14ゞ幹・1こ））支の動き
の「はやさ」が爪災であると ，iわれている（中国武術教程．

2004).本研究の1eIl'lりは1}歩沖拳の体幹 ・日）文の動きの

「はやさ」について．上級者とド級者の動きを比較すること

でキネマティクス的な述いを明らかにすることであった．

図1. 弓歩沖拳

［方法】

被験者は武術太極拳の令11ilk会に出拗した16歳以 Iこ

の男―f選手15名とし． 9_,,'.(．以 I・，を上位群 (7名）．9,＇．＇．（未滴

を下位群 (8名）とした被験者が弓歩沖拳を実施した際

の骨盤 ．）］｛りJ3II・イ＿i上腕 ・イi1iii腕の位料 と）j位を‘屯磁ゴニ

オメータ (240Hz)で記録した被験者が納紺した1試技を

分析対象とし． I彫節角l文・セグメント角述1文・拳述度を符

出 した• (i抱拳開始②抱拳終 J'③弓歩開始4)9}歩終（⑤

沖拳開始⑥沖拳終了した時、1].i0)時刻をク）：出し． ①②II!]を

麟 ．③ |｝］を止走．⑤⑥IIilを辿登とした また．祉瑾表

行う際の拳述l文．各セグメント角辿1文のi1よ人値を符：出し

た．拳述1文はt検定 (2群II！］）．各セグメント角述l文のhと大

値 (2x4:群Xセグメント）．各動作のIJfl始 ・終（時刻 (2

x6:群X時刻）．動作の各MI(Ilの）折災II、HI!(2 x 3:群X

局而）は2}じ配ii/，，．の分散分析を）IJいて比較した． ·J~後検；じ

にはBonfcrroni法を）IIl、たイi滋水準は全て5%とした．

【結果・考察）

拳辿／虻に群I:il差は見られなかった また．各セグメント

角速度の最大値に有慈な群のi•••9k)J果 ． および交l［作）II は

見られなかった これらの結果から辿互：における身体述動

の 「述さ」は，＇•,！：数先に直結しな t 、ことがぷされた 各動作

のIltl始 ・終 J’Il践ljにイ和訟な群 ・時、’・I!、の両i・：効果， および
父互作J IJが見られた ( 1~12 ) . l::.f立群0))jがド位群と比較

して動作令体の所要ll、『1iilが長かったことから．1l)J作全体

の「昴さ」は、＇．'.(数差に直結しなLヽ ことが示された また I・.

位群は旦幽を終j’した後に辿生を開始してlヽ たのに対し，

ト位群は凶止を終了する1iijに祉直色をIJrJ始していた この
結果から， 卜位群は旦生と辿生の1hlに「一時的な静Itl,,j
而」（ lヽわゆる 「1::J」)を作っていたことが示された動作の

各局I(iの｝りi'災時間に布、；立な群 ・局而のIhii：．幼果，および

父互作川が見られた (|叉13).祉瑾辺）所't::Il¥|i:Jのみ上位群

の方が知く ．他の局1(1iに入全は無かったことから．主要扁1f1i

である且凶をの動作時間の短さとしての「晶さ」が点数淡に

直結してL、たことが示された

【結論】

上位群と日立群の1如'.j、I` 店は身体運動の「辿さ」ではなく ．

i没要昴1(1iの動作Il,9f|iijの短さとしての「昇さ」にあることに｝Jll

え，主要屈1面の直前に「lil」を作る ことで i：．災｝，J而の「hし

さ」を強調することによって1|：．まれていたと示唆された．

(tt) 

2.: 1:⇒打寇差：群問(p<O.01)
2 I*⇒有意差：時点(p<0.01)

＊
 ＃

 

1.s I✓群の主効景あり

0.5 

✓峙割の主効景あり

✓交互作用あり
一 上位累
一下位群

［泡攀開始］ ［抱攀終了） （弓歩開始） ［弓歩終了］ ［沖攣開始］ （沖拳終了l
•0.sI * 

図2.各動作の開始 ・終了時刻

（秒） ＊ ⇒有意差：局面(p<0.01)
•上位群●下位群

1.2 ’＃ ⇒有意差：群問(p<0.01) 一＊ 
0.9 

✓群の主効果あり

0.6 ✓時鵡の主効果あり

l ✓交互作用あり

0.3 

0.0 

［抱拳期） ［弓歩期1 ［沖攀期］

図3．動作の各局面の所要時間
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大学野球選手における走塁能力に関する研究

今若

手島

平塚

角田

太郎（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

貴範（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

和也（国士舘大学体育学部）

直也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

伊原

田中

岩城

佑樹（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

煎陽（国士舘大学政経学部）

翔平（国士舘大学体育学部）

キーワード：走嬰，疾走速度．疾走動作，光逍管

本研究は．大学野球選手を対象に走摂3試技における

疾走タイム．疾走速度及び動作の様相を明らかにするこ

とをH的とした．
男子大学野球選手50名を被検者とし．全ての被検者

に対して． 1晶走． 2塁走及び3晶走における疾走タイム

及び動作の測定を実施した．疾走タイムは．ホームベー

スをOm地点として． 13.7m侮に設骰した7台の光逍管を

川い．計測を行った．

走晶疾走動作は． 4台のカメラを使Jllし撮影した． カ

メラの 1台は内野の中心に設置し．走者を側方よりバン

ニング撮影L. ピッチを符出した．})flえて．各摂0)走路

延長線上に1台ずつ固定して設置し．計3台のカメラをJIl

いて2晶走及び3嬰走における各区間最大横幅及びhし大

横幅出現時の体傾斜角疫を測定した．

走型3試技における疾走タイムは． 1嬰走で4.10土

0.22sec, 2晶走では8.02士0.32sec,3塁走においては

12.11土0.52secを示したまた． 2塁走及び3塁走に疾走

速度は．触晶後の区間で布意に減速することが明らかに

なり（図1). その減速冷：は9~10％であった． このこと

から．ベースを踏む動作は．走摂中の疾走速度が減速す

る要因だと示唆された．

走晶における疾走速腹は．ベースを踏むと有意に減述

することが明らかになったことから．触塁前の疾走動作が

触嬰後の疾走速度に与える影評を検討した．図2.3は3

型走における触盤前区間の最大横幅及び最大横幅iL＼現時

の体傾斜角渡と触盤後区間における疾走速度の関係をポ

したものである．各項11におけるいずれの関係においても

有意なf.0)関係が認められた． また． 2坦走も圃様な結

果が得られた． これらのことから． 2塁走及び3摂走にお

ける触塁liij0)最大横幅及び最大横幅lll現ll寺の体傾斜角9虻

を大きくすることで．触欺後に起こる疾走速皮の減少を

抑えることが可能であるものと推察された．

以上のことから． 1壌走， 2累走及び3嬰走における疾

走速度．動作の様相が明らかになった また．走壌動作

においては．最大横幅及び体傾斜角9文が． 2県走及び3

奨走疾走タイムを短縮するための．煎要なスキルの 1つで

あると考えられた．

10.01塁走 100 2塁走叫塁 to.03塁走紐紐
9.0 t. -・- 9.0 t --・- ; 9.0 • 

380 9‘● 809...9  8.0 | i 
g 70 ,*‘9 70 ,•*. • ; *....* 7.° *..j *¢*'拿か¢

3 60 /k‘60  9, i 6.0.. • i i 
憾50t ,'50  t ;" ; 5.0 
恥，99 40 :,4.0  ; 
骰，9,
炉、ヽ 3.0: i ao i ji  
2.0 t .1 2.0 t ; I 2.0 t ; I I 

1 .0,‘1.0..  1.0 : • • 

00 ● oo L • i o.o ● ii  
9,  r,  9 9 9 9 1 9 9 9 

start A B,tart A B C D 由rtABCDEF

区間

走塁各試技における疾走速度曲線図1.
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中高生男子サッカー選手における間欠的有酸素性能力と

試合中の移動距離に関する研究

新倉愛一朗（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

手島 貴範（国士舘大学大学院スボーツ・システム研究科）

細田 三二（国士舘大学体育学部）

角川 直也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード： Yo-YoIntermittent Recovery Test Level 1. CPS, 発育発達

本研究は．実験1において． 12~18歳までの男子サッ

カー選手を対象にYo-YoIntermittent Recovery Test Level 
1 (YYIR Ll)及びLevel2 (YYIR L2)を実施し間欠的

有酸索性能力の発達過程を明らかにすることを実験2

では．試合中における移動特性と間欠（lりイi酸素性能力と

の関連性について明らかにすることを目的とした．

実験1は． 12~18歳における男子サッカー選手99名

を対象に形態計測， YYIRLl及びL2を実施した．実験

2は．高校生サッカー選手44名を対象に形態計測及び試

合中におけるランニングバフォーマンスの測定を実施した．

GPSによる試合中におけるランニングバフォーマンスの測

定は． GK以外のフィールド選手10名の1f中に特製のバ
ンドをJ.f]いて固定し．前後半35分の合計70分の試合を

行い．試合中の移動距離と移動速疫を計測した．

実験1においては．発育期の男―f・サッカー選手において

は．体格差が生じることや個人淡が大きいことからYYIR

L2を用いる場合は．約15歳以上が問欠的有酸索性能力

を評価する指標として介・効であることが示唆された．

実験2においては．高校生男＋サッカー選手における試

合中の移動距離について検討した場合， liii―‘|タ・，後半及び

試合全体の総移動距離においては． CHが他のポジション

に比べ．最も高い値を示し． SidePlayerとCenterPlayer 
における総移動距離を比較においては． CenterPlayerがよ
り蒻い値を示すことが明らかになった． YYIRL2による

Table 1. Result of YYIR L 1 and L2 performance in each age. 
Age group YYIRLI 

iWS) 
n 

{m} 

ALL 99 1564.4士493.0

12 3 826.7士283.1

13 7 92S.7士4S8.2

14 8 845.0士373.8
15 17 1556.7士409.7* # q 
16 36 1736.6士289.7* I# I:! 
17 18 1666.7士402.6*#ti 
18 JO 2036.0士312.4* # ~ 

YYIRL2 

皿
428.S土180.5

140.0土72.1

197.1士88J

192.S士51.2

435.6士l67J* #り
504.0士91.I * # h 
417.8士165.9* # q 
S 608.0士181.6* # ~ 

L2/LI 

oo 
27.2士7.5

16.7士4.9

24.2±10.4 

24.8土8.1

28.0士6.8* 
29.3士4.6* 
24.9士8.7

S 30.0士9.1* 

YYIR Ll:Yo-Yo l11lennillenl recovery lest I、"'elI 
YYIR L2:Yo-Yo l11tenniltent recovery lest l.evel 2 

SIRDllicant dlffrtt11ce(p<O.OS) 
拿：¥'S12#:¥'S13 ~:\'S14 

t:VSIS t:VSl6S:VSl7 

Values are expressed mean士S.D"

I:ll欠的有酸素性能力の評価と試合中における移動距離の

1関連性について検討した場合．後半及び全体においては．

Side Playerにおいてのみ有意な正の相関関係が認められた
ことからYYIRL2は． SidePlayerにおける後半を走るた
めに必要な体力的要素を評価する上での指標として有効

であることが示唆された．

Table 4. Result of Match running performance in each position. 
I“直凸mm(ml 

UR IIIR ¥"IIIR Sorlallft Tolll 

．．．．．．患：・・・・・•..“··…'照ヰ．＂也．．—．Jgg全抱’A…·＇•甚l!-:1.:t:.ZZM… ••4'1Q,_7_:t:.!”'……。呻9．紐！9…•
CB 9 1393.J士1379 1“'..l士170.4 1217.':l:ISS.7 470.7士197.9 4513.1:I:197.9 
SB 7 1272.1:1:111.1 1527.4:1:272.6 1277.7士1紐0 5"’士214.7“"':1:504.5
CII II I叩ヰIll.Iヽ 1“'』が9J.I I血 7士U“*711ヰ 129.I 拿 5270.吐4519*9 

SH I 1337.7士134.4 I這心261.J 1265.J:I: "'.0= 561.6:1: 184.9 4709.6土““:
n、'9,470.9士'“"'”2.n:1』19 13”':1:146.9“"土1219*”“‘土293S* 
Sid,pbytr IS 1307.0:1: 184.S 1533.1:1:Z匹 1271.1:1:19-1.2 SBLZ土192.6 4693..l士“OJ
cmterpbyer 29 ，知．o士945.O IS07.“:Ino 1391.“:225.9 629.8士982.6 4976.I士499S

2叫皿d血•“(ml
UR IIIRVIIIR S rla T叫

At·L........“… ··I.-lt共．1.4?-L.. ．．！坦9さ "’3…1遠·:1_*•24?4... ー・鰻9.*•袴’,4.……4%a吐匹…
CB 9 1267.5:1:89.7 I印心IOI.J I紐．4:1:306.1 紐．は362.1 4'09.9:1:615.7 
SB 7 1335.5士161J 1491.9:1: 231.0 1375.5が39.5 633.1土185.6 4836.1士““
CH II 1434.6士143.1* 1538.1士199.1 I”“が IS.8 719心 1丸9 51躙仕516.I
SH I 1324.1:1: 134.4 157Uは：瓜6,““が 26.9 624.I士us.o““」士556.1
nヽ． 9,知．6士939.6“'“”:I:Ill.I llS'J.6:1:1.l6.l 761.1士31“'”'』が5U••••• • •...... ・ • ・ • • •・・・・・・·・ ・ ・・ ・ • ·ー・・・・・・・・・······························會•・ ・ ・ ・ ・ ・ ·—· ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・--・ ・ ・ • ・ • ・ •・・・・・・·・ • ・ 

Sid• pbytr 15 '”しは142.2 I”“土229.2 1339.":276.J ““:1:211.6 4831.9:1:5江9
c・,.1●『Ph̀" " '班社147, 151. 14 土 ． I． 5 

ヽI●IchT•Illdb““e(ml
I.IR IIIR 、'HIR Sor!II血 T叫

••.... AU:………・“…..2.”5.6土坦3.……紐：は9匁！．．．．．2？"a、が19：し…・・9況 9;t;⇔M…9い）A;I;．＂14…
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S11 9 2661』土277.1t 31鴨0士49131S739土“”3 1193A士399.6””':l:IOILI = 
nv ' ”MS士叫拿・s300LO士2315 2753.I士2259 ,、515士3?9A1012,JI土gnA
Sil,pb).... ,5 2““士296.3 3067.l士ヽ 73.J 拓10.I士426.l l:10.I士375.J ”“3士”“'
Croltrpbytr 19 埠 7S士“J.9 30瓦1士ばU, 2797.2土“” 'M29土415.I IOOOSJ土"”
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大学生男子ハンドボール選手における闘欠的持久性能力に関する研究

寺田 弘太（国—←t舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

手島 貴範（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

田中 重陽（国士舘大学政経学部）

角田 直也（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード：ハンドボール， 1：ll欠的巡動． Yo-YoIntermittent Recovery Test 

ハンドボール競技は．激しい無酸索的な動きと緩やか

な有酸索的な動きがランダムに混在する間欠的な巡動の

特徴を持つ競技である．従って．ハンドボール競技には．

澗欠的な巡動能力が非常に必要とされるものと考えられ

る． そこで本研究では，大学男子ハンドボール選手を対

象としたYo-Yointermittent recovery test Levell (YYIRLl) 
とLevel2(YYIRL2)の測定から．ハンドボール選手のボ

ジション別にみた体力特性及びシーズン前後の間欠的持

久性能力の変化について検討することを [I的とした．被

検者は．関東大学男子ハンドボール1部リーグに所属す

るK大学男子ハンドボール選手（秋季リーグHij後の測定）
35名及びM大学男子ハンドボール選手（秋季リーグ後の

測定） 17名の合計52名とした．

1) ハンドボール競技者におけるフィットネステストの

検証では． YYIRLlとYYIRL2の関係は打・・なな

正の相関関係が認められたがポジション別にみ

た場合．ポジション別における両者の関係には．

布紅な正の相関l関係が認められたポジションと．
認められなかったポジションが存在した（図1). こ

の結果から．ハンドボール選手にとって． YYIR

LlはYYIRL2を必ずしも反映するとは言えない

ものと考えられた．

2) シーズン前後における間欠的持久性能力の変化で

は． YYIRLlとYYIRL2は両テストとも増）Jllを示

した（表1．表2).

このことから． YYIRLlはシーズンを通して．必要なト

レーニングとして考えられて． YYIRL2においてはシーズ

ン前及びシーズン中に行うことが1T(要なトレーニングにな

ると推察される． また． シーズンを通してYYIRを行うこ

とによって．ハンドボール選手のllIl欠的持久性能力の指

標を得られるとMii察される．
これらのことから．大学ハンドボール選手の間欠的持

久性能力を測定する場合にYYIRは適している． また．

YYIR Llよりも YYIRL2を用いることの打Jll性が明らか

になった．

2500 

2000 

I 疇 Allthe subject ． y = 0.3731x + 361.52 ． r= 0.5876(p<0.05) ． ．． ． ． 
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図1.L1とL2の関係

表1. シーズン前後における男子ハンドポール選手のYYIR走行
距離

Season n
 

YYIR Ll 
(m) 

YYIR L2 
(m) 

Pre 35 2528.2土580.37 952.9士246.17 
＊ ＊ 

Post 35 3190.6土472.6...J1503.5土376.5...J

YYIR L1 :Yo~o intermittent recovery test Level 1 平均値士標準偏差
YYIR L2:Yo~ o intermittent recovery test Level 2 
(* :p<0.05) 

表2. シーズン前後におけるYYIR増加率

n
 
35 

L1の増加率

oo 
31.8士32.3

L2の増加率

oo 
65.5士53.5

YYIR L 1 :YoJf o intermittent recovery test Level 1 平均値土椙準偏差

YYIR L2:Yo-Yo intermittent recovery test Level 2 
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シュニアレスリング選手の発育発達に伴う体力特性

半田

手島

角田

守（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

貴範（国士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

直也（国・士舘大学大学院スポーツ・システム研究科）

キーワード：レスリング．発育発達

本研究では， ジュニアレスリング選手の身体及び体力

特性を明らかにすることをH的とした．

被検者は， 5歳から 12歳までのジュニアレスリング選

手，男子83名及び女子27名の計110名であった．身体

測定は，身長， 1本厭及び体脂ll)j率を測定した． 1本）J測定
の項目は． 20m走．立ち幅跳ぴ．垂直跳び．プロアジティ

テスト及び反復横跳ぴを採川した．加えて． レスリング

に必要な持久力の評価をH的としたレスリングシャトルラ

ン(WSR)及びレスリングに必要な敏捷性の評価をH的と

したレスリングタックルテスト (WTT)の測定を実施した．

WSRは， 12mのレスリングマットを川いた往復走であり．

1分x2セットの間における走行距離を記録した また．

WTTは， レスリングのトレーニング時に用いられる，「馬

跳び股くぐり」の動作を30秒IlIl行わせ．そのIIIl数を記録

し．

WSR及びW汀は，男f0)10歳までにおいて浙しく

発達しており， 20m走及び反復横跳ぴと同様の発達傾向

を示していた (Table1). また． WTTは．男女ともに全

ての体力測定項Hとの間で有紘な相関が得られた (Table

2). 中でも，反復横跳びとのIlllにおいて．最も盛い相関

係数が得られた (Fig.1). これらのことから．疾走能力及

び敏捷性能力の発達がWSR及びWTTの記録の増加に

影押していたと考えられた． また． WTTは． レスリング

の専門的な動作の習得及び敏捷性能力を1iIJI．．させるト

レーニングである可能性が考えられたさらにそのトレー

ニング効果は． 5歳から 10歳までの低年齢時において，

特に有効である可能性が考えられた．

Table 1. Comparisons of physical fitness test and wrestling 
performance test in age groups. 

xm”" “m心刀 KO口P呵9 ”°”“"nI とたP叩
位9}P吋＊m) にn}’”‘I m)  
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*Tr , ..... , 
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”~  12 6 39士02 99S.Jエ13.,]拿JO.9士53 59士0.2 5』,9士ヽ．1 31ヽ．0士U.0 ,l.5士0..

-------------------------------------・ 
“”“土 O.S lSI.J士28.0 2$I土6.0 6.S土09 Iヽ.“:9.9 匹 9± 38.9 9.0 ± 1.1 

*:p<O.OSゆ{uesaremem士S.D..

Table 2. Correlation coefficient「elationshipbetween W甘 and
each physical fitness test. 
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Fig.1. Relationship between WTT and side jump in all the 
subjects. 
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女子新体操選手における身体発育と動的バランス能力の発達

竹澤 恵菜（国十魯＇：大学大学院スボ＿ツ ・システム研究科）

手島 設範（国 1：舘大学大学院スボーツ ・システム研究科）

Ill中 巫陽（国 1：舘大学政経‘.i智i|i)

角川 直也（国 1潅＇i人学人学院スボーツ ・システム研究科）

キーワード ：新休採動的バランス能）).発脊発達

人間のバランス能力におlヽ て ），随笈而が小さ lヽ ことは．

ィヴ安定になる災lklであることが報告されてlヽる， •方， ス

ボーツ選手においては．競技 1、レーニングによってバラン

ス能）JがJi,JI．．をすることが報告されている． 女f•新体採

競技ば幼少時から競技が盛んに行われており，浙技中

はつま先立ちの姿勢を保持し，I＇，':jいバランス能）Jが要求

される， そのため．発脊に伴うバランス能）Jの発達過程

を明らかにすることは．今後の指祁に役立つことが考えら

れる． そこで本研究では ． 女f•新体採選手の身体発行と．

珈＇Iりバランス能））の発達的変化について明らかにすること

を11i'Iりとした．

被検者は． 6歳から 22歳までの女子新体採選手83名と

した形態，i|・illllば身長．1本f：及び全身筋：1しを測定した．
バランス能）Jの測定には．ZcbrisFDMフォースプレート

と2台のi:j述腹カメラを川いた．illll定姿勢は新休採の浙

技中に）llいられる片脚恥111：裕 I::.姿勢とし．illlj定試技は．

支持脚の踵が接地した）（A Terre)状態： AB及びつま先

立ち (Rclcvc) の状態 ： 1~0)2種類をそれぞれ 2秒 I!il とし

た また，分析JJiIIば総l仇跡l乏及びク1i)fク而秘とした．

身体発脊におlヽて．身lも，体州）l行）l）jh：：及び除脂ll)jh:: 

の令ての項 1 1 において 20歳まで年齢に伴っ て,•,':jい値をぷ

す傾向がみられた （』＜1)．令被検者のバランス能））は．総

帆跡長及びクIi形I(lifltにおいて RBがABよりイi.I心に低いflli

をぷした（l又11).また．年齢群別におLヽて も．総帆跡lぐ

及び矩形1f1ifl'1の全ての年齢群でRBがABより低 lヽ値を

示したものの．年齢に伴う変化はされなかった(|,!I2).年

齢群1iilの比較おいては． AI3の足圧中心lil跡lく及びクIi)fク

町i’i. RBのダ1i)f郊而梢において6-8歳群から 9歳ー11歳群

|i:J 9こ有．？はな｝店が，認めらilf..:(l';{I 2). 

以 lこのことから．女 f•新体採選手は狭 l ヽ），随底 I(liにお l ヽ

て優れたバランス能力を発揮することができ．発脊の影押

を受けなlヽ III能性がホ唆された また ． 女f•新休採競技

に必要なバランス能）Jは6歳から 11歳で杓しく発達して

いたことから．I/い年齢から競技を開始することで競技）J

Ji,J Iこに繋がることが推察された．

表1．被検者の身体的特性

年（歳齢）群 n 也 ↑3 簡（訪は量 除詣（ゆ肪量

6-8 121 2士6.1! 21 0士24} 20士0.6 19.0土 19

9 -11 1388土721． 29 9土431． 34土 95 25.3士60

12 -14 14 151.7士491． 390土701． 56土291 ． 31 5土451． 
15 -17 14 1588士52・ 47 5士42」 84±221 36 6士2zl 
18 -20 28 159 7土4.8 50.4士49 10 4士30J ． 37 7士J1 J 

21 -22 12 160 8士44 500士30 99土19 37 8土22

平内纏土糧準鑽置値・ (p<005) 
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図1．各試技における全被検者の身長当たりの足圧中心の総

軌跡長及び矩形面栢
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伸張性の筋カトレーニンクが筋形態及び出力特性に及ほす影響

藤）J孔悠太郎（国一1：舘大学大学院スボーツ ・システム研究科）

I II中 重陽（同」：舘大学政経学部）

角Ill 直也（国士舘大学大学院スボーツ ・システム研究科）

‘ I;•塚

窮崎

和也

大佑

(I 1tl上舘大学体育学部）

（国士舘大学体育学部）

キーワー ド：筋カ トレーニング．

本研究は． 3つの述炭によるイl|l張性収縮様式を川いた

トレーニングを実施し トレーニング前後でのトルク変化

及び部位別での筋／lれ変化を検討することを日的とした．

被検者は．健常な布利きの成人男性29名とした ト

レーニング群の群分けとして． トレーニング述）文別に低

述群6名．中速群9名及び蒻述群8名と分類した また．

対象群を6名とした形態計測は．身長．1本収．除脂肋

体重及び l・J椀長をiJ!IJ定した．

筋カトレーニングには総合筋）J測定装ii','.(Biodex 

System ill)を井Jいた． WJIIIJは8辿llllとし頻1文は週3lnl 

の1113セットに設定した回数，設）とは． 30dcg/sccでの
筋）J発揮3回分のイ1:’li.hしを測定し．その数値に相当する

仕事一：，しを中述群及び高述群でのトレーニング負荷値にそ

れぞれ設定した

筋）’,iの測定ば Bモード超i'i波，診断装置を）llいて．上

腕｝tl！筋／作の筋l話を測崖した上腕）,11筋群における測定位

岡は」．．）椀長の訂峰近位から50.60. 70及び80%部位とし

た．

筋））測定は． I：腕IllI,筋群を被験筋として．被検者に

肘関節の等尺性収縮短縮性収紺i及び伸張性収縮 （240,

120及び30deg/sec)を行わせた． トレーニングIiiiとトレー

ニング後である 8週Ilij後にそれぞれ測走を実施した．

収縮様式別のトルク強度において． 伸張性収縮．等尺

性収縮短縮性収紺iがみられた トルク変化は． lヽ ずれ

の群においてもすべての収縮様式及び角述度1lijで増JJil傾

lfiJをぷした また低述群では． lヽ くつかの角述朕で.fi

意な増加が認められたのに対し．9|逃群及び閥辿群にお

いて令ての角辿炭でイi紅なii(/)JIIが認められた． l、ルク妍

加率は 3群とも．すべての角述／文でj{{hnがみられたが．

伸張性収縮においてぷj辿群が他の群よりもイ『邸に揺 lヽ増

加率を水した．

トレーニング前後における筋）り変化ばすべての群にお

いて筋／’,｝：の部位の必は．80%.70%. 60%. 50％位置と

いう関係がみられ． トレーニング後もこの関係に変化はみ

られなかったまた トレーニング前後で比較し．中述

群及ぴ似j述群ではすべての筋）1，iil!lj疋位附でイi.？送な増加が

認められた．一方．低述群では50％位irtのみでイi．意な増
)JIIがみられた．筋ll,I変化の増加）和ますべての部位で坪1)Jn

伸張性収縮．筋）胤lj,t'..筋JI,iillll定

してLヽるが．群I:ilにi店は，認められなかった．

これらのことから． 8辿I:ilの伸張性収縮様式における高

述域でのトレーニングが． トルク及ぴ筋/1,£の！町Jllを1| flり

とした楊合に効果的であると示唆された また筋似は述

度の影9限を受けず．一様に増加傾向をホすが． トルクは

より速い述動述炭の影外限を受けることが認められた．
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個人内パフォーマンス変動がリスク選択方略に及ほす影響

ーゴルフパッティングを用いた検討ー一

太田

進矢

啓示（東京大学大学院）

正宏（東京大学大学院）

キーワード：意思決定．バッティング分散．信号強度依存ノイズ

人の巡動出力には変動（ばらつき）がある。ゴルフバッ

ティングではターゲットまでの距離が長くなるほど、ボー

ル停止位骰のばらつきは大きくなる。本研究では、バット

距離が2mと3mでばらつきが異なる中、各条件でのばら

つきに応じて、バフォーマンスの期待値を最大化する最

適なショットが選択可能かどうか検討した。

本研究では、 2m条件と 3m条件を設けた。 2m条件で

は、ボールの停止位ittが1cm長くなるごとに0.5点ずつ得

点が増え、 2m地点で100点貰えた。ただし、 2mを超え

ると 0点となった（図1)。3m条件ではlm地点から 3m地

点まで0.5点ずつ得点が増え3mを超えると 0点となった。

被験者は練習の後、 2m条件と 3m条件をそれぞれ行った。

被験者には、 30試行の総得点（期待値）を最大化するよう

に、 どこまでボールを打つのかという意思決定が求められ

た。各試行のフィードバックとして、 2mもくしは3mか

らの誤差（cm)を教えた。条件の実施順に関しては、被験

者間でカウンターバランスを実施した。

100 

罪
‘
呻
｝

-Om ゚

□] lm 2m 3m 

図1. 2m条件の得点関数

被験者の 30試行の平均停止位i~とその標祁偏；店を算

出し、被験者それぞれの椋準偏苑から求められる、総得

点が最大となる最適停止位置を数理モデルにより多が出し

た。図2 には、 2m条件での最適停l|．．位置と停．ll••1立附の

標準偏差0)関係を示している。黙線で示す最適停ll．．位置

は、椋部偏差が大きくなるほど、 2mから遠ざかっている。

つまり、停LIこ位置0)ばらつきが大きくなり、バッティング

が不正確なほど、 2mよりも手前を狙うことが合理的であ

ると言える。しかしながら、実際0)平均停止位irtは、 7名

森岡

工藤

において、灰色の線で示す最適停止位1約0)95％信頼区lH]

よりも上に位骰して、最適なショットを選択できていない

ことが明らかとなった。この結果は、最適値が観測値よ

りも 2mに近いため、失敗数が増加するリスク追求的な

方略を採川していたことを示している。さらに、ボール停

ll：位置の様祁偏差が有意に増加した3m条件においても、

圃様の傾向が確認された。観測値が、両条件ともに信頼

lえlll内にあった被験者は2名のみであった。
以上の結果から、人は巡動出力の変動を考慮した合理

的なショット選択方略を採Jl]できずにリスク追求的方略

を採用し、個人内で変動が変化してもその傾向は一貫す

ることが示唆された。この原因としては、人は自身の巡

動出力の変動を正しく認識することが困難であり、より

正確にショットを打てると過大な評価を行っていた可能

性が考えられる (o・Brien & Ahmed, 2013)。この点に関

しては今後の課題とする。
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横泳ぎを取り入れたクロール泳指導の有用性

＿中高年者の指導実践から一一

宮地 建人（東京学芸大学大学院）

森山進一郎（日本女子体育大学）

金沢 翔ー（日本女子体育大学）

北川 幸夫（日本女子体育大学）

キーワード：クロール泳，横泳ぎ，中高年者

【研究目的】

H本泳法の一重伸しにあたる横泳ぎは．伸びを取るこ

とで中高年者でも長い距離を楽に泳ぐことができる泳法

である．また．クロール泳の原型であるという脱史を持ち．

グライド時の姿勢や歩行同様なリズムなどの類似性を持

つ． そこで，中絲年者に対するクロール泳指祁法として．

横泳ぎの練習を取り入れ． その有用性を練習中における

ストローク数の計測やアンケート調査を通じて検討するこ

とをH的とした．

【研究方法】

(1)対象

経験年数が5年以上で競技経験のない女性12名を対象

とした (66.2歳土 13.7）．横泳ぎの経験は学校や講習会で

習ったことがある者が4名いたが． その他の者は見よう見

まねで泳げる． もしくは未経験であった．

(2)試技

被験者には2時間の練習0)中で． 25mX6本のクロール

泳を泳がせ．ストローク数（SC)を測定しその後横泳ぎ

とクロール泳を組み合わせたドリル練習を行い．最後に

再び25mX 6本のクロール泳の試技を行ってSCを計測

して．横泳ぎを取り人れたクロール泳のドリル練習の前

後でSCを比較した．比較にはt検定を川いた．

(3)アンケート調査

調査全体の前後においてクロール泳0)技能面および意

識而に関するアンケート調査を実施し．クロール泳の主

観的な変化を調介した．

【結果】

(1)ストローク数

打意差はないもののSCO)減少傾向が見られた (12名中

7名で減少）．

また．経験年数10年以下の群，年齢が40代から50代

0)群において布意にSCが減少した(p<0.05)一方で．経

験年数が21年以上の群．および年齢が70代から 80代の

群で有意にSCが増加した(p<0.05).
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(2)アンケート調査

得られたlPl答のカテゴリー

①手を前方に出し．眉の前方で入水すること

②手先を屑の前方に伸ばしてグライドすること

③2ビート泳法のクロールが泳げること

④泳ぎの負担度の印象：

Ex.「クロールが楽になり．力が抜けて以前より長く

泳げるようになった」

⑤呼吸動作の印象：

Ex.「苦手な側の呼吸ができるようになった」

感此としては変化なしとする回答も見られた．

【考察】

SCO)減少から．横泳ぎの横体でのグライド姿勢がク

ロール泳でもグライド姿勢を維持するための練習として有

川性を示したものと考えられる．またアンケート結果から，

体全体が横を向くことで首の回転だけではなく，体のロー

リングを伴った呼吸法の練習としても有用であることが示

唆された．

【まとめ】

調介の結果，以下の3点が明らかになった．

1) 横泳ぎの練習は． クロール泳のグライドの習熟に

有用であった．

2) 横泳ぎの練習は． クロール泳の体のローリングを

伴った呼吸動作の形成や2ビート泳法の学習での

有用性が示唆された．

3) 以上の効果が見られた一方で，「変化を感じなかっ

た」者が見られた．

これらのことから．横泳ぎの練習はクロール泳のフォー

ム改善に有用であることがわかった．ただしその効果は．

経験が短い者や年齢が低い者に顕著に現れ．経験や年齢

が増すにつれて小さくなった．
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競泳選手のクロール泳における異なる泳速度による体幹筋活動の変化

森山進一郎 (H本女子体育大学）

北川 幸夫（日本女子体育大学）

高橋 英幸（東京学芸大学大学院）

柴田 義晴（東京学芸大学）

金沢

宮地

平野

翔一（日本女子体育大学）

健人（東京学芸大学大学院）

裕一（国立スボーツ科学センター）

キーワード：腹腔I勺屈筋堪図水泳

【緒言】

体幹部の特に深陪筋群の協働作川に影稗を受ける腹腔

内圧 Ontra-AbdominalPressure : IAP)は最大下の泳速

艇によるクロール泳においては．泳速度とともに上昇する

(Moriyama et al）． しかしながら，最大下から最大努）Jま

で泳述9虻を高めた際の変化についてはまだ検討されていな

い加えて，クロール泳時のIAPは，体幹部のどの筋の

活動の影椰を受けているかどうかに関しても， まだ明らか

にされていない

そこで．本研究では， よく鍛錬された大学女子競泳選

手を対象に，最大下から最大努力までの泳速度によるク

ロール泳における体幹筋活動の変化について検討すること

をH的とした．

【方法】

被検者は． H常的によく鍛錬された大学女子競泳選手

9名(20.0士0.9歳1.61土0.03m, 54.6士4.8kg)であっ

た．実験は静水プールにて実施し．試技は被検者の主観

的泳速9文を「V1：とてもゆっくり」．「V2；ゆっくり」．「V3:

ふつう」．「V4:速く」．および「V5：とても速く」という 5

段階に設定した25mクロール泳とした．測定項Hは，泳

述渡 (Swimmingvelocity: V). ストローク頻度 (Stroke

rate : SR). ストローク長 (Strokelength : SL). 腹腔内

圧(IAP)と．腹直筋 (RA）．行柱起立筋 (ES)および腹横

筋ー内腹斜筋（TrA)の筋寵図としたなお筋誼図は．す

べて右側の筋より導出した．分析対象は． 12.Smから

20mlえll0における 2ストロークサイクルとし． その平均値

を各測定項目の値としたなお． IAPは最小値から最大

値までの変化址とし．筋活動htはRMS値とした．統計

的イi泣t水泄は．危険率5％とした．

【結果および考察］

VおよびSRは全ての速度1iIlで1直差が認められ．主観
的努力9文と共に増大した．一方SLはその逆の傾lhjが認

められ． SRの増大と相反する1i、(J：な減少が見られた以
I・.より，本研究は泳パフォーマンスが有意に異なる試技

の比較となっていることが示唆された．

体幹部の筋活動の変化（図）より．最大下の速疫間にお

いて杓干の差が見られるものの． IAPもRA.TrAそして

ESの筋寵図も共に．最大努）J時では．他の努力9父と比

較して有意に増大したそれゆえ．競泳選手が泳速9虻を

高める際には． 1本幹部の深附筋だけでなく、表層筋も協

働的に収縮しつつ． IAPの上昇が生じている可能性が示

唆された．

【参考文献】

Moriyama S, Ogita F, Huang Z, Kurobe K, Nagira A, 

Tanaka T, Takahashi H, Hirano Y. (2014). Int J Sports 
Med, 35(2), 159-63. 
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クロール泳における呼吸方向が鼻腔内圧に及ほす影響

金沢 翔ー（日本女子体育大学）

宮地 建人（東京学芸大学大学院）

森山進一郎 (H本女子体育大学）

北川 幸夫 (H本女子体育大学）

キーワード：クロール泳．鼻腔内圧．初心者

【背景】
で＇

水中や水泳時の呼吸特性について科学的検証を試みた

研究報告には．平泳ぎに関する報告互背泳ぎに関する

報告1).3)ならびにクロールに関する報告4)がある． これら

の研究では．昴腔l~Jの 9玉力を測定し．tに呼気の値から

呼吸様相を表している．先行研究より．熟練者は．鼻で

呼気を行い． その後口で吸気を行っていることが明らか

にされている 2). これらの研究では．熟練者を対象とした

ものが多く．未熟練者のみを対象としたものは稀有であ

る．クロール泳の呼吸動作は．未熟練者には習得が困難

であることが知られている．未熟練に対する呼吸指導は．

横方向を向くものと後方向を向くものの2バターンある

が． これらの指導の有効性について科学的根拠を示す研

究は．策者らの文献収巣の範囲では見られなかった． こ

れらの指導について科学的根拠を示すことは．今後のク

ロール泳の指祁の現場での汽料となるだろう．

そこで．本研究は． クロール泳における呼吸の向きが

呼吸時の鼻腔内圧および泳バフォーマンス関連指様に与

える影押を明らかにすることを目的とした．

【方法】

被検者は，学校の授業のみで水泳を受けてきた一般女

子大学生10名とした．試技は． 25mクロール泳とし，横

方向 (BS) を向くものと後方向 (BB) を l•iJくものの計2 回

行った．測定区間は． 12.Sm~20mまでの7.5mとした．

鼻腔内圧の測定は，鼻腔に圧カセンサーをつけて測定し．

鼻腔内圧の上昇址（INP:kPa). 鼻腔l勺圧の最大値 (max

INP: kPa), 泳バフォーマンス指標（泳速度： V:mis, 

ストローク長： SL:m, ストローク頻疫： SR:Hz)およ

び内省調査を行った．統計処理は．対応のあるt検定を

用いたなお危険率は5%とした．

【結果】

本研究の結果は，以下の通りであった． INP(BS: 2.48 

土0.49kPa vs BB : 2.85士0.78 kPa). max INP (BS : 2.36 

土0.42kPa vs BB : 2.65土0.64kPa). V (BS : 0.66士0.10

sec vs BB : 0.68土 0.12sec). SL (BS : 1.76土 0.38m vs 

BB: 1.78土0.38m)およびSR(BS : 22.99士3.97Hz vs 

BB: 23.32士4.14Hz)というすべての測定項LIについて，
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BSとBBとの間に有滋な差は認められなかった． しかし

ながら．内省調査において． 10人中7人の被験者が後方

向のほうが呼吸しやすいという結果になった．

【考察】

本研究の結果から．呼吸の向きを変えても昴腔内圧お

よび泳バフォーマンス関連指標において有意な差は認め

られなかった．呼気は呼吸動作において頂要であることが

知られているが．未熟練者にとって呼吸のしやすさとは．

呼気のしやすさではない可能性が示唆された．内省調査に

おいて7名が後方向のほうが横方向よりも呼吸が容易であ

ると回答したことからも、呼吸のしやすさには，他の要因

が影押していると考えられる．

【参考文献】

1) 花木敦ほか (2002).ij.腔内1王の変化から見た背泳ぎ

の呼吸法．水泳水中運動科学．（5).5-10. 

2) Hideki Hara et al. (2010) Analyses of instruction for 
breath control while swimming the, BMS XI. 319-

320. 

3) 柴田義IIけほか (2005)背泳ぎの呼吸特性とその指祁

法にl関する研究．体育科教育学研究． 21(2) : 21-

30. 

4) 長岡裕里子ほか (2013)クロール泳における呼吸制限

による呼吸法の変化ービデオ分析と恥腔内圧の変化

から一． 日本水泳水中運動学会2013年次大会論文

染． 46-49.
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高強度自転車ペダリング時における大腿部筋群の筋活動

—足部固定の有無に注目Lてー―-

福田 渉（早稲田大学大学院）

稲見崇孝（早稲田大学）

江間 諒ー（早稲田大学大学院）

川上泰雄（早稲田大学）

キーワード：ペダリング．筋活動． MRI.大腿四頭筋ハムストリングス

【緒言】

ペダリングでは．ペダルヘ足部を固定するビンディング

ペダルを用いることで． クランクトルクを生みll＼すための

脚部の「引き・上げ」動作を効果的に行うことが可能に

なる． と考えられている．最大努力時のペダリングにお

いて．「上げ」動作のクランクトルクや総出力が増加する

(Capmal & Vandewalle 1997). 一方．最大下努力時で
は．ペダルヘの足部固定（ビンディングペダル）と非固定

（フラットペダル）の比較において，クランクトルクのパター

ンの述いや「上げ」動作に伴う筋の活動の出現には差がな

い(Mornieuxct al. 2008). このことから．ペダリングでは．

高い巡動強l文においては大腿部筋群の活動の程度や協働

筋内の筋間差が足部固定の有無によって異なる．ilI能性が

あり．特に「引き・上げ」動作の主働筋の活動の違いがペ

ダリングパフォーマンスに影押すると予想される． そこで

本研究では．大腿部の筋を対象とし．i翡強疫のペダリン

グにおける足部固定の有無が筋活動に及ばす影押を．深

層部や筋全体の筋活動を評価可能な横緩和時IIIJ(T2)強

調MRI画像をJIlいて検討することを11的とした．

【方法】

10~20代の男女トライアスリート 8名を対象とし．試

行条件は非固定条件と固定条件とした．運動課題は最

大クランクlHl転数の80％の回転数で10秒間のペダリング

を行い．試行間に10秒の休憩を挟み．回転数が維持Il¥

米なくなるまで繰り返し行った． MRI法（スライス9房：

10mm, FOV : 240mm．撮像マトリクス256X 256)によ

る測定は．巡動課題前後に行い．大腿長（大転子ー関節

裂隙聞）から 10％毎のT2強調画像を取得した．得られた

画像の中から大腿長の20-80％間を分析対象とした．ス

ライス餌に大腿直筋．外側広筋，内側広筋．中冊広筋，

大腿...::.頭筋長頭・短頭．半腱様筋．半膜様筋の計8筋

のT2の平均値を算出した また．分析した全スライスの

T2を平均し． それらを代表値とした（式1).h'il定ー非固

定llll．協働筋IUJの比較を行った．

{Post(T2)/Pre(T2)-1} x JOO=変化率（％） （式1)

【結果・考察】

大腿直筋のT2は．固定条件が非固定条件に比べ有意

に高値を示した．一方．広筋群に条件間・筋間の差はみ

られなかった また．ハムストリングスは．ペダルヘの足

部固定の有無を1llわず．半腱様筋および大腿二頭筋短頭
が．大腿二頭筋長頭および半膜様筋よりも有滋に高い値

を示した（図1). この結果より．ペダルヘの足部固定に

よって．広筋群のみならず．大腿直筋やハムストリングス

の活動によってクランクのInl転を生みlllしている可能性が

示された．

【結論】

高強度ペダリングでは．足部を固定することで．広筋群

を除く多くの筋． とりわけ大腿直筋や大腿二頭筋短頭．

半腱様筋の活動が増加する．
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図1．運動課題前後の大腿部の筋群のT2変化率
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対側手足と同側手足の協調動作のパフォーマンスの違いに関連する脳部位

川島彩忠十

水口暢，・伶

（見稲1_LI大学スボーツ科学研究科）

（早稲ILI大学スボーツ科学学術院）

キーワー ド： 述動制御．

【序論】

ヒトが手足を1,’i1期的に矢状I(lilこに動かす拗合．I司方

阿に動かすことは易しく ．逆方向にii))かすことは難しい

(Baldissera et al., 1982). また．逆）j]11J動作の難しさは同

側手）止 （例：右手1彫節 と1i).t!.1彫節）もしくは対側手）L（例 ：
右手l刈節と左足1刈節）の組み合わせによって異なり．対側

手足よ りも1Iij側手）止を逆）j向に協調させるのは困難であ

る(Kelsoand Jeka, 1992).本実験では対1llil手）止と同側手

足の難しさの辿いに関係する脳部位を検，i•Iすることを n

的とした．

【方法】

被験者は健常な成人21名であった．被験者はMRl装

i府のガントリーに頭部から仰臥位． 1iii)腕'"''}、J位の姿勢で

入った手1及l節及び足関節の関節角）文変位は非磁性体の

ゴニオメーターを/IILヽ て，汁illljした被験者は装沿したゴー

グル）利視此刺激提ぷ装ii'tに映し出される赤）Lの点滅に合

わせて．対側手足）またはlIil恨ll手）Lを動かした （動作周期

0.88秒）．被験者に課した条件は以ドの4つであった．

①con_anti 

②con_in 

③ ip_anri 

① ip_in 

対側手）とを逆）沖l（こ動かす

対側手）Lを1li]方向に動かす
j,i]側手）止を逆）j向に動かす

Ili]側手足をj,iJ}j向に動かす

手1関節と）£|関節の1関節角炭変位のデータから位相差

を？）：出 し協調動作の安定性として1立1||)店の椋準偏差

を． w．碓性として「I枯'iとする1,u11;,.,・：：と尖際の位相差の差
を各条件で求めた．BloodOxygenation Level Dependent 

(BOLD)イ，i.りから．各条件で賦itiした部位を求めたさ

らに．条件IIりでのBOLD佑サ変化の程）文を定址的に示す

ため．如'i]t1|'と課題中のBOLDイ，iりの比 (Percentsignal 

change)をク）定した その対象は4条件のし‘ずれかで賦括

ヵ；Kしられた部位とした．

【結果・考察】

協調動作の安定性は対1lill手）止．Idlilll)手）止 ともに 1lij方向

動作より逆方l旬動作で低く．協調動作の正確性は対側

手足の逆方向動作よりも,,ij佃l手）Lの逆ガ11,j動作で低かっ

中）II

彼末

剣人（早稲111大学スボーツ科学学術院）

一之（早稲田大学スボーツ科学学術院）

fMRl. Ili分活動．補足述動野

た(p<0.05).この結果は．,,ij}j向動作と比べて逆方向

動作が難しく ．対側手足よりも1,;J側手足で難しいことを

意味し，先行研究と一致した (Kelsoand Je畑，1992).ニ
肢の協調動作に関わるとされている一次巡動野． 一次体

性感‘jむ野．補足巡動野などに賦括が各条件で見られた

(p<0.001).補足辿動野（／［半球）．二次休性感此野 (11:

半球）．下叫頂小架 (1r:．半球）のPercentsignal changeば

いずれも con条件 よりもip条件 でanti条件とin条件の

Percent signal changeの入どが大きく ．ip_antiがip_inより

高かった(p<0.05)（図1).よって．難し lヽ動作である1nl

側手足の逆方lhj動作の制御には． これらの部位の貢献l文

が対側手）Lの逆方向動作よりも高いこ とがポ唆された．

【結論】

対側手足の逆方向動作に比べて． IIilOIll手）止の逆方,,,]動

作では補足述動野 二次体性感此野下iiiTii小架の枯動

が大きいことが小唆された よって． これらの部位の祈動

址の高さが対側手足と 1Iil恨lj手足のバフォーマンスの述

lヽ に関係することが椎測された．
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補足運動野（左）
＊ 

tt 

N=20 

Mean土SO

＊ 

p<0.05 

tt 

p<0.01 

con Ip 

補足運動野のBOLD信号の変化

縦軸がanti条件とin条件のBOLDPercent Signalの差を，横軸が手
足の組み合わせ(con,jp)を示す．＊はcon条件とip条件間のpi匝
が0.05未満であることを示す．ttはipantiとipin問のp値が0.01
未満であることを示す．
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一過性の運動が脳の基本的機能単位系に及ほす影響

玉城 耕二 (8本体育大学大学院）

園部 豊（日本体育大学）

柴原健太郎（日本体育大学大学院）

西條 修光（日本体育大学）

キーワード：運動．疲労感脳

本郷 由貴（日本体育大学大学院）

【はじめに】

過度な運動によって思考やiut意をはじめとする認知活
動に支障をきたすことがあるといわれている．大脳活動に

ついてルリヤ(1975)は．精神過程が3つの碁本的機能単

位系（トーヌスと覚醒の調節．情報の受容・加工・貯蔵．

プログラミングの調整・制御）からなること．斎藤ら(1970)

は断眠実験を行い．各種の脳機能の測定をしたところ3

つの変動バターンに集約されることを報告し．ルリアの提

唱を裏付けている．

本研究では疲労．特に疲労感が「生理的な変化を予見」

し．「生活に変化やフシHをつける信サ」（小木． 1977)と

しての役割をもっていることに牙fHした．つまり．述動中

の休息欲求時に巡動を一時的にやめさせ．心理的．生理

的な指標を測定することで．巡動時0)疲労がlli汁機能に与

える影智を検討できるのではと考えている． そこで．本研

究では運動時の疲労がlli靭の機能単位系に及ばす影稗を検

討した．

【方法】

1.被験者は体育系大学に所属する大学生．大学院生の

男子11名(19.7（土1.3)歳）であった．

2.疲労感は全体的疲労感 (9ポイントスケール．古竹）と

「自槌症状しらべ」 (I群：ねむけ・だるさ． II群：注

意染中の困難． m群：身体的述和感の症状群．産業
疲労研究会）を）llいたまた脳の機能単位系の指標は．

フリッカー｛直．選択反応時llll．ワーキングメモリ（以下：

WM)課題であった．測定時間は15-18分であった．

3.実験室に入室後安静をとらせ． その後．巡動（自転車

エルゴメークー）を行わせた．巡動II寺Illlは．一律にせず．

疲れたら被験者各自に休憩をとらせ．休憩時に指標を

測定し再び巡動を繰り返させ．オールアウトに全ら

せたこのため．巡動時lll]は21-59分と被験者llilで

異なり．運動を3回（述動1.2. 3)または4lul行い．

ォールアウトに至っている．データの処理は．巡動を4

回行った被験者では3桓Il」を巡動2として行っている．

【結果と考察】

図1は． ステージ1加の全体的疲労！母の変化をみたもの

で．安静時から巡動3にかけて全体的疲労感がl・.}f.し

特に．運動2.3で7-8ボイントを示し．かなりの激巡動

になっていることが推定される．図2は． 自槌症状群の構

成比（総訴え率に対するI.II. m群の訴え率の比）の変
化をみたものである．ねむけ・だるさの症状群はあまり変

化してないが．運動時に注意集中の困難における症状に

上昇傾向がみられ．反対に身体的違和感の症状群の低下

傾向がみられる． この結果から．疲労感の中で精神的な

疲れが大きな役割を果たしていることが考えられる．表は

ステージ師における脳の機能単位系の変化をみたもので．

フリッカー値はあまり変化してないが、選択反応時間と

WM得点が巡動2と3において低下傾向がみられた． した

がって．注意集中の困難の訴え率が高くなるに伴い．脳

の機能単位系の中で．情報の受容・加工・貯蔵やプログ

ラミングに関わるとされる選択反応時間やWMに何らか

の影押を与えているのではと考えられる．

9

8

7

6

5

4

3

2

 

齋
釈
脳
索
社
剣

1.3 

そ

2

1

0

9

0

 

1

1

1

0

 

丑
賛
墜

e磁
お
叫

安静 運動1 運動2 蓮動3

ステージ
図1. ステージ毎における全体的疲労感の変化
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図2. ステージ毎における各症状群の構成比の変化

表．ステージ毎における脳の機能単位系の変化

安静 運動 l 運動 2 運動 3

フリヅか哺Ii(%) 100 100.8土 3.4 99.7士4.0 99.2士4.7

選択反応時問(%) 100 I 04.5士 9.8 97.3土 8.8 97.0土 14.1

WM得点（点） 38.9士 15.9 38.2士 15.4 36.5士 18.5 35.7士 15.3
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女子Lない競技の誕生に果たLた薙刀の役割：
日本における女子剣道史研究の一礫として

矢野 裕介（日本体育大学）

キーワー ド： 薙｝）対太刀．榊Ill八重子．なぎなた

日木の女（剣道史に焦、1・＇．（化した従前の研究によれば．

戦後以前 （以 1叉戦前）の女r・の武追は薙）Jがi：．流であっ
たことから． ‘り該期において女f・が剣道に触れる機会は

ほとんどなかったとされてLヽる ．そのため．女—fの爽lliかの

迫が拓かれたのは戦後の剣道の1吐体となり．女了・をも

対象としていたスボーツとしての剣道．すなわち「しない競

技」の登楊を待たなければならなかったとし‘う．

しかしここで注滋したいのは． 「薙刀」は．現在の「なぎ

なた」のような「なぎなた対なぎなた」ではなく． 「薙刀対太

刀」（図1参照）で行われるということである． この祝点に

枯づけば．外I[))の習得には．薙）Jのみならず．太｝Jをも

扱う技術 （＝剣道）を身につけなければならなかったことが

想像され． それをもって女チはしない並技に応じたのでは

なL、か． と1{i:}しされる．

そこで本研究では．①戦前の薙刀教脊において太｝）の

動作はどのような内谷が教授されていたのか．② しない競

技の大会に参加した女子にはどのような人物がlヽ たのか．

という2つの側I(liを分析し．それらを検討する ことを通し

て．女子しない競技の誕生に果たした薙刀の役割lについ

て明らかにしてLヽ ＜ことを 11 [lりとしていた．

本研究で検討した結果は．以ドの通りである．

1. 中等学校における薙｝J教脊が急速に杵及した1937

年以降に 1:l1行された外Ii))教本にみる太））の教授内容

は．悼l部ひでを ．lili|部繁八 (1938)のr堺校尻｛UJ道」
（「太）Jとして必要なる斬撃法と雉）Jの受け）jとを絞lj

道に泄じて授け．）とを練晋する」．p.100).)211:1村

邦彦 (1939)の「大H本薙）J道教範」（「｝．く）Jとして必

要なる採法を姻道に部じて授け，品を練や／する」．

p. 372). )叫l'1仇玄編 (1941)の「薙刀道），t本勁作」

（「太）Jノ扱）i」は「剣追Jよ本）文帝國怠ll道）fクニ湘ズ」．

p. 21)に確認できるように．剣道教材をiitJIlしたもの

が掲げられていた これと llil様の解説．JJi11は他の

薙｝J教本にも示されている．戦前の尻｛iワJ教脊では．

女子にも 男f• と同様に剣道が教授されていたのであ

る．

2. 1950年9Jl101-1.令国に先駆けて京都府 （ド1111公園

紆•楽党 ） でしない競技）こ会が1}fl1/i：された ． 本大会の

プログラムによれば．A級 （I'．級者）．B級（中級者），
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C級 （初心者）といった階級別の試合が行われている

がそこには榊Ill八重子．榊Ill栄 といった薙刀の名

手を含む数名の女子が 男 了• に交えて出楊してい る

(I又12参照）．なお その後1片l1li［されたしなし、競技大

会に出場した女f•の中には ． 大和 ITI頴f， 齋藤イド了· .

東輿子． 111)6陽(-.述111美香などの羅］）熟練者がい

た（各種しない競技大会のプログラムを参照）．

3. これらを勘考すると ． しない競技に．男＋とともに

女子が対1、しできたのは彼女らが戦前の薙刀教脊を

辿して剣道に触れる機会が確かにあり． その技術を

も焙うこ とができていたから． と見倣すことができる．

ここに．女f• しな い競技の，涎’tに果たした針I. J の役

1{llをみておきた lヽ．

図1．薙刀 （左 ：薙刀，右 ：太刀）

（園部繁八『薙刀要義』賓文館， 1944,p. 48) 

図2. 女子によるしない競技（左：多賀しげる，右：榊田八重子）

（「剣迫時代」第40巻第8号体育とスポーツ出版社，2013,p.89) 
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日本におけるバスケットポール競技のウィープに関する史的研究

小谷 究（日本体育大学）

キーワード：戦術． フィギュア・エイト． ドリプル・ウィープ

本研究では．カナダ・ウエスタンチームが来日した

1939年頃のH本で採用されていた戦術について明らかに

したうえで． ウエスタンチームが使用したドリプル・ウィー

プを分析し． H本におけるドリプル・ウィープの採ffl過程

について明らかにすることにしたい

I.ウエスタンチーム来日時の日本のオフェンス戦術

ウエスタンチームが来日した1939年頃の日本では．

フィギュア・エイトがセットオフェンスの主流であった．

当時の日本では．「中距離シュートは難しいもの，球は

何でもゴール下でシュートするものといった傾向」があっ

たことから．当時採用されていたフィギュア・エイトで

は． ミドルシュートはあまり使川されず．主にゴール下

でのシュートが用いられた． このことからすると．当時採

用されていたフィギュア・エイトはディフェンス側がゴー

ル下を固めるだけで得点を防がれてしまうことになる． し

たがって，竹崎が「現在の日本の如くゴール下集中防禦

作戦のために． システムプレイ（ゴール下持込戦法） （フィ

ギュア・エイト一引用者注）の連行困難に直面している」

と述べているように． フィギュア・エイトはディフェンス

側がゴール下を固めるだけで得点を防がれてしまうため．

有効に機能していなかった．

II.ウエスタンチームが使用したドリプル・ウィープ

ウエスタンチームが日本で使用したオフェンス戦術は．

5人のプレイヤーがドリプルスクリーンを連続するドリプ

ル・ウィープであった． ウエスタンチームは日本のチーム

とのゲームを通してドリプル・ウィープを使｝llしており．

当時のゲームの戦評からは， ウエスタンチームがドリプル・

ウィープのなかでミドルシュートを使用していたことが読

みとれる．

また．芦田は「この戦法（ドリプル・ウィープー引用者

注）も鍵は2人の選手がドリプルを用ひて交叉する慮にあ

るのであるからその重要な部分を取り出して原則的な攻

撃のチャンスを考えて見よう」とし． ドリプル・ウィープ

のなかでミドルシュートを使用する場面について紹介して

しヽる．

このように． ウエスタンチームが使用したドリプル・

ウィープは． ゴール下でのシュートのみならず． ミドル

シュートを積極的に使用するものであり．ディフェンス側
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がゴール下を固めるだけで得点を防がれてしまうといった

フィギュア・エイトの問題を解決できるものであったとい

える．

このウエスタンチームが使用したドリプル・ウィープは

日本のチームとの対戦において高い効果を示した．

Ill. ドリプル・ウィープの採用

H本のバスケットボール競技界は． フィギュア・エイト

の問題を解決できたドリプル・ウィープの有効性を認識

し． 1940年頃より採用するチームが現れるようになった．
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これからの武道教育とLての嘉納柔道

高平健司（筑波大学大学院）

キーワード：嘉納柔道．ヨ宅雪嶺．現象UIl実在論

1882（明治15)年，嘉納は柔術を母体として「自然体」

を基本とした柔道を創始し．その理念として「精力善用・

自他共栄」を掲げた． このことと関連して，嘉納は次のよ

うに述べている．「立つにも坐るにも静かに，戸の開閉も

落ち着いてするようにありたい食事の時なども箸，茶碗．

フォーク．ナイフの音をさせたり．（中略）柔道の修行は

自然それらの修養を助けるわけである．」このように，嘉納

のH指した柔道修行（修養） （つまり．相手の力に逆らう

のではなく． それを利）11して．軽妙にくずしベストのタ

イミングで最小限の力で技をかける利他行（善行）として

の柔道）と H常生活としての修行（修養）は同じ「自利利他

円満」な構造をとっている． そして． その「修行（修養）」と

その実践による「意識の厳密なる統一」との関係は「本体」

とその「作用」との関係であり．儒教や仏教の「修行」と

「道」との関係でもある． そして．嘉納柔道修行（修養）に

より体得される「道」．「精力善用自他共栄」の形成におい

て．性善説の流れを汲むl湯明学をベースとした三宅雪嶺

の「現象即実在論」の一種である「宇宙有機体説」がその構

成理論となっている．

つまり．痛納柔道修行の修養（つまり．「精力善川活

川の修養」により．）1.「欲求」が抑制されていき， 2, 「道

徳性（自他共栄）」が高まっていく人格的な変化が同時併

行的に進行する． このことを嘉納は，1.「己を完成し」

2.「世を補益する」と述べたのだと考えられる． そして．

その修設により「心」が超越的な（宗教性を幣びた）「天＝

天理」と一体化する時．「心且ll理」のテーゼが成立し，字

宙大の「心」である「良知」＝「精力善用自他共栄」が「人格

的行為主体」として．「道」を体現するようになり． （たと

えば， スリッバを無意識に其っ直ぐに揃えられるようにな

る．）人格は完成することになる． このことを陽明学では

「知行合ー」と述べたのだと思われる．

さらに．「梢力善用自他共栄」が「仏教（密教）」の理論

で「止観」と読み替えられて．それが「禅定 智愁」という

形で「精力苦）11 自他共栄」として発表される． （「止観」

は「禅定＋智紐」に相当している．）これはグローバルスタン

ダードが意識されてのことであろう． そして，三宅の「現

象即実在論」の一種である「宇宙論（宇宙有機体説）」が嘉

納柔道思想の1,「精力善用」説：精力普用は．（1)柔道

技術に存する根本義であり．同時に (2)枇の各般の事柄

をなす上での原理． そして． さらに． 2.柔道の定義：柔
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道という言策は (1)攻撃防御の技術に存する根本原理で

あり．同時に (2)世の各般の事柄をなす上での根本原理

たる精神身体の力を最も有効に使用する道である．1.

2, において．「（1)即 (2）」の関係が成立しており， その

構成理論であると言えよう．
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ポシティプ感情の喚起が野球の投球パフォーマンスに及ほす影響について

木下敬太（東海大学大学院） 高要容ー（東海大学）

キーワード：ポジティプ！惑梢，パフォーマンス．ボジティプ心理学

I.研究目的

本研究のl]的は．ボジティプ感情及びネガティプ感梢

の喚起が野球の投球パフォーマンスにどのような屈猜限を仔

えるかを分析し証明することであった．

II.研究方法

本研究の被験者は，翡校生野球部貝39名を対象とし

被検者一人に対し感情誘浮なし条件．ポジティプ！惑梢喚

起条件，ネガティプ感情喚起条件の3条件を設定した．

ここでの課題は， 10球ずつの的当て課題を実施した．測

定項Hは． 1)的への的中の成否， 2)平均スピード． 3)

的rJ1時0)平均スピード． 4)最大スピード． 5)（創'M大ス
ピードとし．（内の大きさは． 日本人男性の平均身長であ

る171cmの選手のストライクゾーンの大きさとし その範

囲を縦71cm・横45cmとした．

Ill.結果

各測定gulに条件を因子とする一元配骰分散分析を実

施した結果， 5項H中2項目（平均スピード．蚊火スピー

ド）において4i意な主効果が認められた．主効果が認めら
れた2項l]について多重比較を実施した結果．感情誘浮

なし条件（条件1)がポジティプ感情喚起条件（条件2)及

びネガティプ感情喚条件（条件3)よりもイi滋に，1ijい値を

示した．

IV.考察
分析の結果．球速に関するバフォーマンス発揮におい

て．映像によるボジティプ及びネガティプの感梢喚起がネ

ガティプな影押を与えたと考えられる． ここで得た知見と

しては．バフォーマンスの直前にポジティプな！惑梢又はネ

ガティプな感梢を誘祁するという普段とは述うことをする

ことが．パフォーマンスにネガティプな影秤を与えたと考

えられる． このことは． メンタルトレーニングの111！論にお

いて．普段やらないことを試合当LIに実施することは． プ

レーのリズムや呼吸を乱し．バフォーマンスの発揮を妨げ

るであろうという考え方に一致すると考察した．

V.今後の課題

今後の課題としては．選手に対して心理的プレッ

シャーのかかる状況において実験を行うことが望ましいと

-64-

考える． さらに質的研究から被験者の個人的な感情の要

因を分析することも必要だと考える．

VI．参考文献

Isen, A. M., Daubman, K. A., & Nowicki, G. P. (1987). 

Positive affect facilitates creative problem solving. Journal 

of personality and social psychology, 53, 1122-1131. 

表1.パフォーマンス項目の測定結果

全体Cn=39)

①条件1 ②条件2 ③条件3 ti意差 多重比較

成功投球回数 M 5.3 5.4 5.2 

SD l.8 1.9 2.2 

平均スピード M 109.5 107.2 106.3 ①>② 
＊＊ 

SD 7.7 8.4 8.3 ①>③ 

的中平均スピード

‘’ 
106.9 107.2 106.3 

SD 19.l 8.5 8.3 

最大スビード M 112.1 109.7 109.4 ①>② 
＊＊ 

SD 7.6 8.5 8.2 ①>③ 

的中最大スピード M 109.1 109.3 108.5 

SD 19.4 8.7 8.5 

●<.05●●<.01 
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高校遍動部活動における雰囲気を構築する要因に関する質的分析

織田 郁子（東海大学大学院） 高我容ー（東海大学）

キーワード：高校生運動部活動．りよ猟気．質的分析

I.目的

スポーツの試合を観戦するときに， そのチーム特布の雰

囲気を感じることはよくあると考える．

たコードから「学校生活の煎要視」といった下位概念が抽

出された． これまであげられてきた選手に対する指導や魯l;

価だけでなく．指導者自身の理想像や学校生活の重要視

といったものが雰囲気に影唱していることが明らかになっ本研究では， まだ明らかにされていない高校生巡動部活

動における雰囲気を構築する要囚を質的なアプローチによ

り明らかにし，基礎的知見とすることを研究のH的とし

た．

た．次に．「選手による要l村」では．「影評できる人間が
一人いるだけで，二十人でも三十人にでも影押する．」と

いったコードから「選手の柑互作用」が抽出された． これ

は．先行研究において．授業の雰囲気は子どもの人間関

係行動に影押されるといったことが明らかにされているが．

高校生巡動部活動でも．選手同士の関わりが雰囲気に影

稗していることが分析できた． さらに．「部活動の特徴に

よる要因」では．「規律が雰囲気を作っている．」といった

コードから抽出された「ifISi甘動の規律」や「基盤はあって

も． 11J・：年選手は変わるし良い雰囲気も作り出せる雰囲

気も述う．」といったコードからの「選手の入れ替わり」と

いったことが抽出された最後は．「学校教育の影騨によ

る要因」である．「碁盤はあっても．節年選手は変わるし．

良い雰l用気も作り出せる雰囲気も違う．」といったコード

から「学校のルール」といった概念．「どうやったら雰囲気

がでるか考えたら．学校の名前に誇りを持ちましょうと

か．」といったコードから「学校への意識」が．抽出された．

II.方法

調査対象は．裔校生運動部活動2チームの指導者 (3

名）と選手 (2名）としインタビューを実施し．個人・全

体でKJ法により分析した．

Ill.結果及び考察

各指浮者および選手．全体での分析結果を表1に示す．

全体での分析から．雰囲気を構築する要因として．「指導

者による要因」「選手による要囚」「部活動の特徴による要

因」「学校教育の影押による要囚」の4つの上位概念が明ら

かになった． インタビューデータから抽lliしたコードをた

どりながら．各上位概念の中の主要な下位概念こ．、とに分

析過程を説明していく．

最初に．「指祁者による要因」では，「最終目標が00」
といったコードから．「指導者日身の理想像」や「甜校

生活の大半を占めるのが学校生泊で，．l:台作りは学校生

活．部活よりも． それは常に意識してやっている．」といっ

これらのことから．「指祁者による要囚」「選手による要

因」だけでなく．「音ISi和動の特徴による要因」や「学校教育

の影押による要l刈」が雰圃気作りにおいてはi[(要な要索で

あり． これらを考慮する必要があることがぷ唆された．

表1．各指導者，選手，全体の分析における文字数・コード数・下位概念数・上位概念

テキストデータ数

コード数
ド位概念数

上位概念

テキストデータ数

コード数
下位概念数

上位概念

指祁者A

14872文字

指祁者B

9477文字

指祁者C

8552文字
32 30 29 

11 10 7 

指祁行による要因 指祁者による要IJ..1 指祁者による要因・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・----・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
選手による要Iり 選手による要lkl 選手による要因・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
部泊動の特徴による要l村 部活動の特徴による要因•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••o,o,oo••••••--••••••••••••••••••••••••••••"••••••••"•••••••••••••••••••••••••••••••• 

学校教ffの影秤による要因 学校教脊の影秤による~,刈
選手A 選手B 全体

5149文‘i= 3007文字 41057文字

19 12 122 

9 7 29 

指祁ft・による要l村 指祁者による要lH 指祁者による要IM．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
選手による要l刈 選手による要lり 選fによる要因.......................................................................................................................................................................................................... .. 

部泊動の特徴による要l刈 部活動の特徴による要l刈 部祈動の特徴による要l刈.................................................................................................................................................................................................................................., 
学校教ff0)影秤による要l刈 学校教脊の影孵による要l刈
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ボクシングに対する心理的側面に関する研究（その2)

小林玄樹（東海大学大学院） 高萎容ー（東海大学）

キーワード：ボクシング． メンタルトレーニング．心理的サポート

I.研究目的

近年．心理的サボートが心理的競技能力にどのように

影椰するかを検討する研究は多い． しかし．本研究で取

り上げるボクシングという競技に対しての心理的競技能力

に関する研究はほとんどない．

そこで本研究は．最初に． 3つのボクシングジムの92名

の選手に対して調査を実施し．ボクサーの心理的側面を

分析した また． そのうちのひとつのNボクシングジムの

ボクサーに対して． メンタルトレーニング指導と心理的サ

ポートを実施し． メンタル面強化非実施群との比較分析

を実施した． さらに． Nボクシングジムのボクサーのボ例

的研究を実施した．本発表は．主に事例的な研究を取り

上げることとする．

II.研究方法

Nボクシングジムの世界・東洋太平洋タイトル戦に挑

戦した2名のボクサーに対して．試合前の心理状態を分

析するために．試合前の心理状態診断検査 (DIPS-B.1: 

Diagnostic Inventory of Psychological State Before 
Competition)を3回実施した．

また． タイトル戦終了後に試合後の心理状態診断検在

(DIPS-D.2 : Diagnostic Inventory of Psychological State 
During Competition)をタイトルマッチ終r後に実施し＇
タイトル戦における試合中の心理状態について分析をし

た．

Ill.結果

DIPS-B.1を分析した結果． A選手は．世界タイトル戦

1ヶ月前 (Pretest)はリラックス疫が極端に低く．試合に

l句けたプレッシャーがあったことが分析できた． その後．

枇界タイトル戦1週間前（Posttest-1)と当 B(Posttest-2) 

に．リラックス殷が向上し試合に向けたプレッシャーが

軽減していることが分析できた． またB選手のDIPS-B.1

の分析から． Pretestよりも Posttest-1とPosttest-2におい

て．勝利意欲が低下していた． このことから．試合で勝

つという結果よりも． この試合でやるべきプロセスに11が

向いていたことが分析できた．

さらに．試合中の心理状態を明らかにするために． A選

手にDIPS-D.2を実施した結果． 50、1困，I：渦点中46点をぷし

ており，内省報告では．実力発揮に関しては「まあまあで
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きた」とコメントしていた．加えて， B選手は． 50点満点

中． 50、点を示し， lJ..1省報告では90％実力が発揮できたと

述べている．

IV.考察

試合前の心理状態にl関しては．世界・東洋太平洋タイ
トル戦という大きな試合に向けて安定した池備ができた

ことが考察できる． また．西野 (2012)の大学バレーボー

ル選手にDIPS-B.1を調在した先行研究と比較した結果．

A・B選手が高い傾向であることが考察できた． これは．

1年1lilのメンタルトレーニング指浮と心理的サポートが選

手の試合前の心理状態を安走させ．試合に対する心理的

祁備にポジティプな影評を与えたのではないかと考える．

また．試合中の心理状態に関しては． A選手は50点満点

の46点． またB選手は満点の50点とタイトル戦を振り

返り．試合中の実力発揮疫が高かったことが考察できた．

V. まとめ

本研究では．ほとんど先行研究のないボクシングという

競技のクイトル戦対する試合前・試合中の心理状態につ

いて．）＆礎資科ができたのではないかと考える．

表1. メンタルトレーニング指導（講習）の内容

4 JJ 心理テスト（DIPCA.3)・アンケート謂在 メンクルトレーニングとは

5月 リラクセーション＆サイキングアップ

6JJ 11椋設定練習ll誌

7 JJ イメージ

8月 イメージ染中7J

, J-l プラス息考

10 JJ 心理テスト (DIPCA.3)・アンケート渦在 メンクルトレーニング中級紺

1 1 J l メンクルトレーニング中級紺

12 }J メンクルトレーニング中級紺（プレー中のl'.lfa)

1 J J メンクルトレーニング中級紺（試合に対する心理的準備）

2 JJ メンクルトレーニングIlI級編

3 J J 心理テスト (DIPCA.3)・アンケート調在 メンクルトレーニング中級紺
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大学バドミントン競技における凡ミスの実態調査

-A大学について—

本郷 由貴（日本体育大学大学院）

柴原健太郎 (H本体育大学大学院）

西條 修光（日本体育大学）

玉城 耕二 (H本体育大学大学院）

園部 豊 (H本体育大学）

キーワード：バドミントン，凡ミス．実態調査

目的

バドミントン競技は．対戦相手との駆け引きや試合を

有利に展開するための戦略が求められるスボーツである．

バドミントンの試合で勝利するためには．相手との駆け引

きの中でいかに自らのエラー．いわゆる「凡ミス」を減少さ

せるかが重要であると考えられる．本研究では．試合での

凡ミスを「主導権が自分にあるときに引き起こすなんでも

ない．単純なミス」と定義した．

このようなヒューマンエラーについて．小松原 (2008)

は．「すべきことが決まっている」ときに．「すべきことをし

ない」あるいは「すべきでないことをする」と定義している．

エラー・ミスの原因についてReason(1994)は．計画時と

実行時の失敗に分け．期待した結果が得られないのは．

計画通りに行動できないのか．計画自体が不完全であっ

たかによって決まると述べている．

そこで本研究では．試合での「凡ミス」についてその実

態を調査し． さらに性差や技能レベルによってその違いが

みられるかどうか検討することを H的とした．

方法

調査対象者： l関東学生バドミントン連盟一部リーグに所

属するA大学部貝64名（男子33名．女子31名）であっ

た．

質問紙作成：バドミントン部員6名を対象に「試合での凡

ミスについて」のテーマで座談会を開き質問項目を収集

し． 35項Hの選定を行ったなお．凡ミスについての

質問項Hは． これまで出場した試合での凡ミスを思い
出して．「いつもそうである…5」から「ほとんどそうでは

ない・・1」の5件法で回答を行わせた．

結果・考察

1) 質問紙の信頓性を検討するために．再テスト法を用

いて (3週間後） 1月頓性係数を算出したところ＝．794
の高い有意な相l関が示された．

2) 質問紙の甚祁l関述妥当性を検討するために． DIPCA

の12尺度の中で「f測）J」「判断力」尺度との相関係

数を位出したとろ＝．477. =.501 o)いずれも中程度
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の打意な相関が示された．

3) 「凡ミス」の実態と性差の関連について検討するため

に，男子と女子の「凡ミス」の原因上位5項目の平均

得点と椋準偏差のランキングをみたところ，上位3項

Hで男女とも共通していた． （表1)

表1．男子と女子のr凡ミス」の原因上位5項目

項目内容 平均得点 SD 

男

20 攻め急いだ 3.8 0.9 

07 焦っていた 3.7 1.1 

32 コースを狙いすぎた 3.5 1.0 

05 早くラリーを終わらせたかった 3.5 1.2 

14 疲れていた 3.2 1.1 

玄

20 攻め急いだ 4.1 0.7 

07 焦っていた 3.8 1.0 

32 コースを狙いすぎた 3.8 1.1 

15 プレーが不安になった 3.7 1.0 

26 いつも入る球が入らなくなった 3.6 1.2 

4) 「凡ミス」について技能レベルや性差との関連について

検討するために対応のない2要囚の分散分析を行っ

た． その結果．「どうしていいかわからなかった」．「プ

レーに自信がなかった」，「プレーに集中できなかっ

た」．「体育館の照明や床．風などが気になった」の4

項Hにおいてイi慈な交互作川が見られた．特に女子

の下位群においてReason(1994) O)いう「計画時」の失

敗が多いことから．・計画段階での失敗が．実行段階

での失敗を誘発し「凡ミス」の発生を引きおこしてい

ると考えられる．




